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「こんなことは、とてもできないと思っていた」

　濡れた指で素肌の腰にふれられている。

　着崩したガウンのあいまから覗くのは、彼のたくましい胸板だ。

「こんなふうに身を差しだすおまえを……抱くなんて。俺にはできないと思っていたのに」

　男らしい面差しには切なげな痛みがある。一方でわたしを見下ろす双眸は、狂おしい欲望に支配されていた。

　キングサイズのベッドの上で、わたしは彼に組み敷かれている。

　ここは都内ホテルのプレジデントスイートだ。豪華絢爛な結婚披露宴を終えたのち、新郎新婦のために用意された一室である。

　官能的な愛撫をくり返し受け、わたしの体はすでに熱く溶かされていた。

　自分でもふれたことのない場所を太く長い指で巧みに暴かれて、生まれてはじめての感覚に達したのはついさっきのことだ。

　意識は朦朧としている。

　一方で、肌の奥はどうしようもないほど熱い。

「結ゆ月づき──」

　端整な顔が近づき、唇を重ねられた。とろけるようなキスがひどく甘くて、胸が切なくなる。

　この結婚は利害の一致によるものだ。

　わたしたちは恋人のように愛し合っているわけではない。

「は……、おまえの唇は、どうしてこんなに」

　キスのあいまに彼がうめく。

「おかしくなりそうだ」

　彼の唇はやがて貪欲さを増し、焦がれるように求めてきた。熱く濡れた舌が口内にねじ込まれ、快感が熱く広がる。

「ぅん……っ」

　くぐもった喘ぎがわたしの口端からもれた。

　こんなにも熱いキスを、今夜だけで何度受けただろう。

　口づけながら、彼は自身のガウンと下着を脱いでいく。両腕を伸ばして彼の首もとに回した。素肌が重なり合い、胸のふくらみが彼の胸板に押しつぶされる。

　汗ばんだ手がわたしの腰をつかんだ。濡れて潤う下肢の奥に、硬く熱いなにかが押し当てられる。

「……っ」

　体が強張る。

　これからなにをするのか、知識ではわかっている。覚悟しているはずなのに緊張をゆるめられない。

　たくましい腰が動いて、鋭敏な割れ目に硬さのある凹凸をこすりつけられた。ぬるぬると擦られ、熱い快感が広がっていく。

　みだらに感じ入る箇所をくり返し擦りながら、彼はわたしのうなじに顔をうずめた。濡れた舌が耳朶をなぞり、わたしはさらなる快感に襲われる。

「あ、ん……っ」

　耳朶を口中に含んで舐めしゃぶり、甘く噛んで、彼はわたしを啼かせにかかった。同時に潤みきった秘所を太い幹に苛まれ続けて、お腹の奥で熱がいっきに弾けそうになる。

「だめ、また、イっ──」

「まだ待て。いい子だから」

　彼が耳もとで低くささやく。

　耳殻に舌を這わせながら、彼はわたしの上で身じろぎした。達きそうで達けなくて、わたしは切ないもどかしさに身をよじる。

　熱い先端の位置がわずかに変わって、とある一点に押しつけられた。そこは彼の指ですでに愛撫され尽くした孔の入り口だ。

　わたしの体と心が、緊張でまたしても固くなる。

「怖いか？」

　彼は愛しげに頬を撫でた。否定しなければならないのに、喉が動いてくれない。

「怯えなくていい。おまえを傷つけたりしないよ」

　彼の双眸は欲望に沈んでいるようでいて、ひどく優しい。

　そのまなざしに知らず見入られているあいだに、彼の腰が力強く動いた。熱杭の先端がわたしの体内にねじ込まれてくる。

「──ッ」

　息が詰まるほどのみだらな衝撃に、わたしは目を見開いた。

　たくましい両腕に熱く抱きすくめられる。荒々しい欲望が体内を割り開いていく。

　視界がまたたき、思考回路が寸断された。

　もうなにもわからなくなる。わたしを貫き、貪っていく、強靭な漲り以外はなにも。








１　姫君の結婚問題









　酔っぱらいの陽気な声が、そこかしこに飛び交う。

　時刻は夜の十時。気だるい夏の熱帯夜にあってもチェーン店の居酒屋はやたらと明るく、やけくそみたいに元気がいい。

　その只中でわたしは、尊敬する人生の先輩に真剣な質問を投げかけていた。

「いい、鷹たか斗とさん？　数年以内に、夫婦愛が必ず冷えると仮定して──」

　壁に面したカウンタテーブルに、ビールジョッキを置く。

「恋愛結婚かお見合い結婚、鷹斗さんならどちらを選ぶ？」

　フライドポテトをつまんだ格好で、彼は動きをとめた。きょとんとした顔をしている。

「なんだそれは。仲が冷えると仮定する？」

「そう、それが前提条件。事情はあとで説明するから、とにかく答えてほしいの」

　勢い込んで尋ねると、鷹斗さんはやれやれといった感じの苦笑を浮かべた。

　短く切った黒髪に、男らしく精悍な顔立ち。背すじがスッと伸びた長身で、時代劇に出てくるサムライのような凛々しさが鷹斗さんにはある。

　パリッとしたオーダースーツを着こなす姿はスマートで、無駄のない物腰によく似合っている。現在二十九歳、余裕のある大人の男性という出で立ちだ。

　わたしは彼の四歳年下だが、年齢よりも若く見られることが多い。小柄で痩せぎみの上に、顔立ちが小作りでメイクが薄めだからだ。

　もう少し化粧を濃くして大人っぽく見せたいとも思うのだが、昔からのクセがなかなか抜けない。胸もとまでまっすぐ伸びた髪は一度も染めたことがなく、これらは藤ふじ原わら本家に生まれた娘の習い性とも言えた。

　女は目立たず、控えめに。これが我が家の不文律だ。

　藤原家は大名華族の流れを汲む名家である。本家の現当主である父は多くの不動産や金融資産を所有する大富豪だ。わたしはその長女である。

　藤原本家のお姫さま──これが生まれたときからわたしを縛ってきた二つ名だ。

　そのような家から父の反対を押しきって飛びだし、はや二年。

　身につけるものは海外ブランドのブティックで手にしたワンピースから、ファストファッションのセールで買い求めたＴシャツに変わった。ちなみに今日は、半袖のカットソーに膝丈スカートである。

「俺が選ぶなら、恋愛結婚だな」

　さらりと答えが返ってきて、わたしはハッとした。詳しく聞きたくて、横並びの彼を見る。

「理由を聞いてもいい？」

「単純な話だよ。好きな子と結婚できたら嬉しいじゃないか」

　鷹斗さんは口の端で笑んだ。

　彼らしい答えだといえば、そうかもしれない。わたしはしばし考え込んだ。

「でも……好きであればあるほど、冷めたときに虚しくなったりしない？」

　目すら合わせない両親の姿が脳裏に浮かび、声がいささか小さくなってしまう。

「そうだとしても、好きな子と一緒になるほうを俺は選ぶよ」

　言いながら、鷹斗さんはビールをゆっくり口にした。

「明日冷めるとわかっていても、今日一日その子と愛し合えるなら幸せだろう」

　深みのある声音に、わたしは思わず引き込まれる。

「そうなの？　そういうもの……？」

「そういうものだよ」

　整った面差しで薄く笑む鷹斗さんが、遠い存在に見える。

（わたしはまだ、恋をしたことがないから──）

　学生時代から、同性ばかりの環境ですごしてきた。

　厳格かつ冷徹な父によって男女交際を固く禁じられていたこともあり、恋愛の経験がわたしにはない。

（けれどきっと、鷹斗さんはたくさん恋をしてきたのね）

　彼から恋愛の経験談を聞いたことは一度もない。しかしながらこの鷹斗さんに、恋人がひとりもいなかったとは思えない。

　彼はなにげない口調で言う。

「どうして突然結婚の話を？　お父上からまた見合いをしつこく勧められでもしたのか？」

「そういうわけではないのだけど……」

　じつのところお見合いの話は、以前より減っている。

　わたしが二年まえからひとり暮らしをはじめたことが大きな理由だ。父と顔を合わせる機会が激減したため、せっつかれることがなくなったのだ。

　いま起こっているのは別の問題である。

　わたしはあらたまった口調で言った。

「今回は自分から進んで、お見合いをしようと思っているの」

　鷹斗さんは数秒黙った。小さく息をつく。

「相手は？」

「まだ決まっていないわ。でもお父さまに頭を下げてセッティングを頼んだとしたら──」

「藤原家に相応な釣り書きの、エリートが候補に挙がるな」

　わたしはあいまいにうなずいた。

　父がわたしの結婚相手に求めるのは、経歴と職業、そして財産だ。

　そこに家柄は問われない。

　これは推測だけど、父は家格においてつねに勝っていたいのだと思う。

「父が勧めるようなお相手だったら、助けてもらえるかと思って」

　わたしのつぶやきに、鷹斗さんは訝しげな顔になる。

「助けてもらう？」

「……じつはね」

　わたしは憂いを吐きだすようにして告げた。

「わたしの務める会社が、つぶれそうなの」

「ああ。そういうことか」

　鷹斗さんは小さく舌打ちする。短い情報だけですべてをわかってくれたようだ。

「藤原商事か。おまえの叔父さんの会社だな？」

「そう、太たい輔すけ叔父さまの会社。叔父さまには小さい頃からとても可愛がってもらってきたから……」

　太輔叔父さまは父の弟である。

　冷厳な父と違って、懐が深くて温かみのある人だ。頑固で昔気質の一面はあれど、そこは愛嬌の範疇である。

　わたしにとって血縁上の親は父だけど、心のなかの父親は太輔叔父さまだと思っている。それくらい支えられてきた。

「藤原商事の資金繰りがうまくいっていないようなの。銀行は力になってくれないみたい」

　鷹斗さんはむずかしい顔になる。

「藤原本家からの援助は、あてにできそうにないんだな？」

「ええ。お父さまと叔父さまは仲がよくないから……」

　仲がよくないという表現は、実情を大いにやわらげたものだ。実際は、顔を合わせたとたんに非難の応酬がはじまるほど仲が悪い。

「だからどうしても資金が必要なの。財産をもつ人とお見合いして結婚すれば、藤原商事を助けてもらえるかもしれないでしょう？」

「安易すぎる。反対だ」

　鷹斗さんは即答した。わたしは声を詰まらせる。

　彼はやわらかい口調で言いなおした。

「叔父の会社のためにおまえが犠牲になることはない。わかるだろう？」

「でもね、鷹斗さん」

　わたしはあきらめの笑みを浮かべる。

「いずれわたしは、お父さまの決めただれかと結婚していくと思うの」

「……らしくない発言だな」

「そうかもしれない。けれど家を出ても、結局わたしは藤原本家の娘なの。お父さまから逃げ続けることはできないわ」

　二十二年間、父のもとで暮らしてきた。だからわかる。

　父がその気になれば、不動産会社に働きかけてわたしに部屋を貸さないよう手を回せるだろう。

　仕事に関してもそうだ。わたしの勤め先が藤原商事だから、お父さまは見逃してくれている。いくら憎い弟の会社であっても、藤原の名を冠した職場だからだ。

　けれどもし藤原家と関連のない会社に入ろうものなら、見えない力で阻んでくるに違いない。

　そしてそれは結婚も同じだ。

　いずれ退路を塞がれて、お父さまの意のままに結婚に追い込まれるだろう。

「ならばせめて、叔父さまの役に立てる形で結婚したいわ」

　鷹斗さんはじっと押し黙っている。

　わたしは深刻さを払うように、笑ってジョッキをもち上げた。

「鷹斗さんはお見合いよりも恋愛結婚がしたいのよね？　けれどわたしの場合は、お見合いのほうがとんとん拍子に進みそうじゃない？」

　ビールを多めに飲み下す。炭酸の刺激で喉がヒリヒリした。

「どちらにしろむりじゃないか？」

　鷹斗さんがつぶやいた。

　意味を取り損ねて、わたしは首をかしげる。

「むりって？」

「結婚だよ。恋愛でもお見合いでも、おまえにはまだむりだ」

　唇の端に鷹斗さんが笑みを引いた。

　皮肉な物言いに、いささかムッとしてしまう。

「どうして決めつけるの？」

「わかるからさ」

「だからどうして？」

　鷹斗さんは答えずに、笑んだままわたしの頬をするりと撫でた。くすぐったさに思わず身を縮める。

「鷹斗さ──」

　彼の長い指がわたしの顎にかかり、やや強引に引き寄せられた。

　鷹斗さんの唇が近づいて、わたしは目を見開く。彼の吐息が唇に溶けて、強い気配が濃密に迫った。

　このままだと口づけされてしまう──。

　そう認識した直後、右手が鷹斗さんの左頬を打った。乾いた音が酔客たちの喧騒にかき消える。

　混乱とショックで言葉も出ない。打った手を握り込んで固まっていると、鷹斗さんは自身の唇を舐めてから告げた。

「こういう意味だよ」

「どうして──」

「おまえは男女のことをわかってない」

　決めつける口調だ。

「だからお見合いはやめておけ」

　泣きそうになりながら、わたしは首を振った。

　これまで恋を経験したことがなく、だからキスもしたことがない。そのことを彼は知っているはずなのに。

「ひどい、鷹斗さん……」

　涙まじりの声になる。

　鷹斗さんはふと眉を寄せた。大きな手がふたたび伸ばされたので、わたしは怯えて身をすくめる。

　けれど片頬を包んだのは、壊れものに接するような優しいぬくもりだった。

「……ごめん」

　つぶやきながら、鷹斗さんの親指が頬を撫でる。

「ごめん、結月」

「……謝ったって」

「ああ」

　鷹斗さんはため息をついた。

「気が逸った。俺が悪い。ごめんな」

　わたしは鷹斗さんをぎこちなく見上げた。

　彼の目には後悔の念が滲んでいる。わたしはしばらく彼を見つめたのち、肩から力を抜いた。

「こんなやり方でとめてまで、お見合いに反対なの？」

　数秒沈黙したあと、鷹斗さんは緩慢に頬杖をついた。男らしい面差しに自嘲めいた笑みを浮かべる。

「妹分の危なっかしさを黙って見守れるほど、俺は忍耐強くないんだよ」

「鷹斗さんの意見はわかったわ」

　わたしは投げやりに息をついた。

「それでもやっぱりわたしは、お見合いをするべきだと思うの」

「……決めるのは結月だ」

　鷹斗さんはポテトをつまんだが、食べずにお皿に戻した。すっかり萎れてしまっている。

「俺にできるのは、代替案を提示する程度だな」

「代替案？」

　興味を引かれた。

「聞かせて、鷹斗さん」

「簡単だよ」

　鷹斗さんは頬杖をついたまま、ゆるく笑んだ。

「俺と結婚すればいい」

「──え？」

　わたしはまばたきをした。とんでもないことを言われた気がする。

　鷹斗さんはおもしろがるように笑った。

「財産と実力をもつエリートがほしいんだろう？　俺じゃないか」

「ええと。ちょっと待ってもらっていい？　よくわからなくて……」

「おまえ、俺がだれなのか忘れたのか？」

　わたしはさらに混乱した。

「忘れた……」

「ったく。そんな女はおまえくらいだぞ」

「ま、待って。思いだした。思いだしたわ」

　普段意識していないから忘れていたけれど、彼はじつはすごい人物なのだ。

　遠とお坂さか鷹斗。一九一五年創業の総合化学メーカー・遠坂ケミカルの次期社長である。

　遠坂ケミカルは自動車製品やＩＴ関連部材、工業化学品などを開発・生産している、国内有数の大手カンパニーだ。

　従業員数は子会社含めて四万人、当然ながらグローバルにも展開している。このような大企業の現社長は鷹斗さんの父で、鷹斗さんは長男だ。

　そのせいか鷹斗さんが次期社長なのは、血縁関係によるところが大きいと周囲から思われがちである。

　でも実態は違う。

　わたしの勤める藤原商事は、以前ごくわずかに遠坂ケミカルと取引があった。

　だから知っていた。鷹斗さんは、びっくりするほど仕事ができるのだ。頑固者の太輔叔父さまも、鷹斗さんの仕事の腕を認めていたくらいである。

「鷹斗さんて、とってもすごいのよね……」

　あらためて尊敬のまなざしを送る。

　すると鷹斗さんは照れたのか、居心地が悪そうになった。

「忘れていたくせに褒めなくていい。とにかく俺の予想では、結月の相手候補に俺の名まえが挙がっていてもおかしくないと思ってるよ」

　わたしは目を丸くする。

「そうなの？」

「俺もあちこちからお見合いを勧められる立場だからな」

「鷹斗さんもお見合いをするの？」

　意外だった。

　我が道をゆくというイメージの鷹斗さんは、お見合いをしそうにないからだ。

「こう見えて俺は、日本でトップクラスに仕事のできる御曹司なんだ。そういう話はゴマンとくる」

「そうなんだ……。どうしてこれまで内緒にしていたの？」

　少し寂しくなる。

　わたしは自分の結婚やお見合いについての悩みを、この『ふたり飲み会』でさんざんしてきた。内容は主に、結婚に明るいイメージをもてないのに父がお見合いを強行しようとしてくるといったものだ。

　でも鷹斗さんの口からは、そちら方面の話を聞いたことがない。

「内緒にしていたわけじゃないさ。言う必要がなかっただけだよ」

「でもお見合いをしたって、とても大きな話題じゃない？」

「したわけじゃない、全部断ってる。俺はお見合いはしないよ」

　当然のように鷹斗さんは言った。

　わたしは得心する。

「やっぱり。鷹斗さんはお見合いするタイプじゃないと思っていたのよ」

「話をもとに戻すと、お見合い結婚はおまえには荷が重いからやめておけってことだ。なにより危なっかしい」

　世間知らずで見ていられないということだろうか。

「けれどいつかおまえが、藤原のご当主によって強引に結婚させられるというなら。それなら俺でもいいんじゃないかって話だよ」

　彼と知り合ったあのパーティーから、まだ二年。長い付き合いかというとそうでもないが、絆はしっかりあると思っている。鷹斗さんはわたしにとって人生の先輩であり、お兄さんのようでもあり、なんでも話せる親友でもあった。

（親友と結婚って、うまくいくのかしら）

　考えてみたら友情でつながる結婚は、恋心でつながるよりも信頼がおけそうだ。冷めることがないからである。

「でも。わたしにとって鷹斗さんとの結婚はメリットがあるけれど、鷹斗さんにとってのメリットはなさそうよね」

「メリットならあるよ」

　鷹斗さんはほほ笑んだまま椅子にもたれた。

「結月が聞いて楽しい話じゃないと思うが、名家のお嬢さまを娶れば財界での信用度が跳ね上がるんだ。ビジネスがいまよりもやりやすくなるんだよ」

　わたしは眉を寄せた。

「言うほど影響力はないと思うけれど」

「事業の規模が大きくなると、金で買えないものが重要になってくる。その最たるものが信用だよ。歴史に裏打ちされた信用、つまり家柄だ」

「そういうものなのかしら……」

「世のなかには要所を押さえている権力者たちがいる。金で動く者が大半だが、なかにはテコでも動かない者もいるんだ。成り上がりには買収されないという、矜持だよ。その矜持を唯一崩せるのが、由緒正しき家柄というわけだ」

　正直あまりピンと来なかった。

　ビジネスを知り尽くしている鷹斗さんが言うのだから、正しいのかもしれないけれど……。

「納得してないって顔だな。おまえらしいよ」

　鷹斗さんは小さく笑う。

　子どもっぽいと言われた気がして恥ずかしくなった。

「ちゃんと納得したわ」

「むりしなくていいよ」

　鷹斗さんの大きな手が、わたしの髪を撫でる。

　またしても子ども扱いだ。わたしは苦笑した。

「つまり良家のお嫁さんに求められるのは、上流社会からの認知というわけね」

「そのとおり。あとは子どもができれば安泰だ」

　軽い口調で言って、鷹斗さんはビールを飲み干した。

「とにかくお見合い話が進みそうになったら俺に連絡しろよ。兄貴分としては心配でならないからな」

　

　

　翌日曜日のことである。

　自宅マンションから徒歩十分ほど先にある従姉の家を、わたしは訪ねていた。

　五階建てマンションの三階に沢さわ見みという表札がある。そこのインターホンを押すと、ほどなくして玄関扉が開いた。

「いらっしゃい、結月！」

「こんにちは奈な々なちゃん、ひさしぶりだね」

　出迎えてくれた奈々ちゃんをまえに、声が弾む。

　奈々ちゃんは嬉しそうに笑った。

「うん、産院に来てくれたのが最後だから三か月ぶりかな。会えて嬉しいよ。入って入って」

　ショートカットの髪に、ひまわりみたいな笑顔がよく似合う。妊娠まえはパンツスタイルが多かった奈々ちゃんだけど、お腹が大きくなりはじめてからはロングワンピースのときが増えた。いまも身につけているのはボタンダウンの半袖ワンピだ。

　彼女の腕にはいま、赤ちゃんが抱かれている。

　赤ちゃんはふくふくしたほっぺをして、わたしをふしぎそうに見上げていた。ピンクのベビーウェアに包まれて、ぎゅっと握った小さな手が可愛い。

　天使のような女の子は、名まえを葵あおいちゃんという。

　奈々ちゃんに促されるままわたしは室内に入った。クーラーの効いた空間が心地いい。

　去年結婚したばかりの新婚さんの家には、さわやかな明るさが広がっている。こちらを訪問したのは三度目で、訪れるたびにフォトフレームには新しい写真が足されていた。今回加えられたのはもちろん葵ちゃんの写真である。

　築十年ほどのマンションの間取りは１ＬＤＫだ。奈々ちゃんは赤ちゃんが産まれたのだからもっと広い家に引っ越したいと言っている。

　たしかにそうかもしれないけれど、わたしはこの空間がとても好きなので、お引越しとなると寂しい気もする。

「歩いてきたの？　外暑かったでしょ」

　奈々ちゃんは葵ちゃんを真新しいゆらゆらベッドに寝かせた。それから冷蔵庫を開け、冷たい麦茶をふたつのグラスに注ぐ。

　わたしは手土産のお菓子と、葵ちゃんへのプレゼントをダイニングテーブルに置いた。プレゼントはベビーロンパースと猫耳のついた帽子だ。

「うん、汗かいちゃった。車が運転できたらよかったんだけど、わたし免許をもっていないから」

「聡さとし伯父さま、反対してたもんね」

　奈々ちゃんはグラスをテーブルに置いた。ちなみに聡伯父さまとはわたしの父のことだ。

　彼女は太輔叔父さまのひとり娘で、二十五歳になる。藤原商事に勤めており、旦那さまとは社内恋愛で結婚した。現在は育休中だ。わたしよりふたつ年上ということもあり、お姉さんのような存在でもあった。まだ叔母さまが生きていらした頃、奈々ちゃんのところに遊びに行っては夕食をご馳走になったものだ。

　わたしにはじつの兄がひとりいるが、兄とは昔からあまり会話をしない。兄は父に似ているところがあり、わたしとはそりが合わないのだ。

「結月は免許取る予定あるの？」

「取りたいとは思うんだけど、教習所に行くにもお金がかかるから」

「むりしなくても問題ないよ。結月のマンションはバス停から近いんだし」

　いまわたしが借りている部屋は、藤原商事から徒歩十五分ほどのところにある。１ＤＫで築二十年と古い物件だ。

　オーナーさんがしっかりしている方で、造りは頑丈だし、セキュリティに配慮した構造になっている。だからなのか、住人は男性より女性のほうが多い。鷹斗さんに車で送迎してもらうことがよくあるのだが、彼の目からも合格をもらえた物件である。

　ただし古いことに変わりなく、住みづらい部分もあった。断熱対策がなされていないため、夏は暑く冬は寒い。バス停は近くにあるが、電車の駅となると自転車で十五分かかってしまう。

　それでもセキュリティの高さと、なにより家賃の安さが魅力だった。平均的な給与をいただいてはいるが、ひとり暮らしをするにはなにかと物入りなのだ。

　手土産のバームクーヘンと葵ちゃんへのプレゼントを、奈々ちゃんは喜んでくれた。わたしたちはテーブルにつき、お茶とお菓子を楽しみながら女子会をはじめる。

　奈々ちゃんは産休と育休で半年ほどお休みをしているので、会社の近況を聞きたがった。ご主人も藤原商事の社員だから、彼から聞ける話もあるだろう。でも奈々ちゃん曰く、男は自分語りばかりだからだめなのだそうだ。

　藤原商事の従業員はおよそ七十名。

　社長の気質を反映してか、プロ意識の高い頑固者が多い。話せば気さくで楽しい人たちなのだけど、仕事に関しては妥協なしだ。昼休みの和気藹々とした様子と、仕事中のピリピリした雰囲気のギャップに最初は驚いたものだ。

　わたしは父の反対を押しきって、大学入学と同時に事務員のアルバイトに就いた。その後大学を卒業して正社員に昇格し、いまにいたる。

　わたしひとりでは父の反対を押しきれなかった。力になってくれたのは太輔叔父さんだ。藤原家で父に正面から逆らえる人は、叔父さん以外いないのである。

　と、葵ちゃんがぐずりはじめた。奈々ちゃんはすぐに立ち上がって抱っこする。

「よしよし、お腹すいたのかな？　ごめん結月、ここで授乳してもいい？　女同士ってことで、授乳ケープなしで」

「もちろん」

　奈々ちゃんは抱っこしたまま椅子に戻り、ボタンダウンのワンピースを開く。葵ちゃんはすぐに胸もとにかぶりついた。その様子が可愛くて、つい見入ってしまう。

「結月も赤ちゃんほしいなって考えたりする？」

　じっと見つめていたからか、奈々ちゃんが聞いてきた。わたしはうなずく。

「うん。だってすごく可愛いもの」

「結月は優しいママになりそうだね」

　葵ちゃんの丸まった背中をあやしながら、奈々ちゃんは笑う。

　わたしは肩をすくめた。

「でも赤ちゃんより先に結婚かな」

　お見合いはやめておけと鷹斗さんから言われている。でも自分としてはまだ迷っていた。

「ああ、そっか。結婚……」

　ふいに、奈々ちゃんの表情に影が差した。

「あのさ結月。うちのお父さんから、結月の結婚についてなにか聞いてる？」

「太輔叔父さまから？」

　わたしは首をかしげた。

「ううん、なにも。いつもみたいに『結婚は俺が認めた男しか許さん』って言われるくらいかな」

「そっか」

　奈々ちゃんは安堵したように息をつく。わたしは首をかしげた。

「太輔叔父さま、なにか言っていたの？」

「うん、ちょっとね。──ああ、葵寝ちゃった」

　奈々ちゃんは葵ちゃんを抱っこしたまま立ち上がり、ゆらゆらベッドに寝かせた。葵ちゃんはモゾモゾと動いたのちに、気持ちよさそうな眠りに戻る。

　なんとなく気になって、もう一度尋ねようか迷っていると奈々ちゃんがぽつりと言った。

「……焦ることないよ」

「え？」

　意味を取り損ねて聞き返す。奈々ちゃんは葵ちゃんを見下ろしたまま言った。

「結婚もいいけど焦ることない。結婚したいって思う人ができるまで、むりしちゃだめだよ」

「奈々ちゃん……？」

　そのとき玄関の開く音がした。奈々ちゃんはそちらに顔を向ける。

「善よし昌まさかな。まだ三時なのに」

　義昌さんは奈々ちゃんの旦那さまだ。今日は日曜日だけど、善昌さんたち上役は会議があるとのことで特別に出勤していた。

　奈々ちゃんが廊下に足を向ける。そのとき玄関からガタっとなにかが倒れる音がした。

「善昌!?」

　奈々ちゃんが慌てて駆けていく。

　わたしも心配になって廊下を覗いた。そして驚いた。

（善昌さん……!?）

　彼の痩せた長身が三和土に直に座り込んでいる。その横顔は蒼白だ。

「だめだ、奈々。もうだめかもしれない……」

　両手で顔を覆い、うめくように善昌さんは言った。

　彼のまえに膝をつき、奈々ちゃんはワイシャツの肩に手を置く。

「どうしたの善昌。なにがあったの？」

「藤原商事はもうだめだ。もって半年、年度内は絶望的だと社内会議で結論が出た」

「え……!?」

　愕然と、奈々ちゃんが背中を強張らせる。わたしは息を飲んだ。

「早くて半年後、僕は無職になる。いまからでも転職活動をしなくちゃならない。でもこの不景気で、いまと同じ給料がもらえるかどうか」

「そんな……会社が。お父さんの会社が──」

　奈々ちゃんの茫然とした声が聞こえてくる。

　善昌さんは悔しそうに顔を歪めた。

「ごめんな奈々、お義父さんの会社を守れなくて。みんなでがんばったんだけど、むりだったよ」

「善昌のせいじゃないわ」

　奈々ちゃんは首を振る。その声は震えていた。

　義昌さんはますますつらそうな表情になる。

「結月ちゃんに例の件を頼めば、藤原本家からの援助を望めたかもしれない。でも結月ちゃんには絶対に頼まないと言っていたよ。お義父さんらしい──」

「善昌！」

　奈々ちゃんは善昌さんの言葉を、途中で遮った。けれどわたしの耳にはしっかり届いていた。

（わたしに例の件を頼む？　藤原本家のことで……？）

　なんのことだろう。わからないけれど、悪い予感がする。

　そのとき葵ちゃんの泣き声が、室内に響き渡った。わたしは慌てて駆け寄り、慣れない手つきでベッドを揺らした。

　それでも葵ちゃんは泣きやまない。全身を震わせて、顔を真っ赤にしている。

　あたふたしていると、奈々ちゃんの腕がうしろから伸びてきた。葵ちゃんをなんなく抱っこする。

「よしよし、葵ごめんね」

　ぐずりながらも、葵ちゃんの泣き声は徐々におさまってきた。さすがお母さんだ。

「結月ちゃん、来てたのか」

　驚くような声と共に、奈々ちゃんのうしろから善昌さんが姿を現した。バツの悪そうな表情で頭をかく。

「そうか、今日は結月ちゃんが遊びにくるって言っていたね」

「おじゃましています、善昌さん」

　わたしはぎこちなく頭を下げた。

　善昌さんは優しげに目を細める。

「いらっしゃい、結月ちゃん。さっきは情けない姿を見せちゃったね」

　その声と表情に、さっきまでのつらそうな様子は見られない。平気なふりをしているのだろう。

「あはは、残念だったね善昌。結月から頼りない男っていうハンコを押されちゃったよ」

「うーん、結月ちゃんにはカッコよく思われたかったんだけどなぁ」

　わたしもふたりに倣って、なんとか笑顔を作ろうとした。けれどできなかった。

「奈々ちゃん、善昌さん。さっきの話なんだけど」

　乾いた声で切りだすと、ふたりの笑顔が強張る。

「藤原商事がなくなるって、本当？」

「……ああ。本当だよ」

　息を吐きながら、善昌さんが静かな声で言った。

　奈々ちゃんはうつむいて、葵ちゃんをあやすために体をゆっくり揺らしている。

　善昌さんは続けた。

「以前から危ないっていう話は出ていたから、結月ちゃんも知っていたと思う。あちこち駆けずり回って自転車操業でなんとかこなしていたけれど、いよいよ行き詰まったんだ」

「うちのお父さん、頑固者でこだわりが強いから……ＩＴ化にも乗り遅れてるし、時代についていけなくなったのかも。迷惑かけてごめんね、結月」

　奈々ちゃんは泣き笑いのような表情になった。わたしは必死に首を振る。

「そんなことない。太輔叔父さまは取引先に信頼されているもの。叔父さまのせいじゃないわ」

　直接的な要因は、世界情勢の不安定化に端を発する原材料の高騰だ。

　藤原商事は工業機械類の専門商社で、企業間の流通を取りもつ役割を担っている。ゆえに企業と企業のまんなかで、価格決定のせめぎ合いに苦しんだのだ。

　板挟みになって摩耗していたところ、大手取引先の商品が大規模なリコールを出した。

　その年、藤原商事の業績が赤字に転落。株価も下落し、以降減収が続くこととなる。

「結月ちゃんも不安だと思うけど、会社がつぶれてもしばらくは失業手当が出るから安心して」

　励ますように善昌さんは言う。

「僕たちも、従業員みんなの再就職先を斡旋していくよ。結月ちゃんがひとり暮らしを続けられるように配慮する」

　わたしはひとり暮らしだからなんとかなるかもしれない。でも善昌さん一家はどうなるのだろう。

　生後三か月の葵ちゃんを抱えた状態では、奈々ちゃんの再就職は厳しいのではないか。善昌さんは転職できたとして、さっき本人も言っていたようにいまと同じお給料が出ると安易に期待はできない。

（それに……太輔叔父さまは）

　十五年まえに叔母さまを亡くして、叔父さまは見るのがつらくなるほど気落ちしていた。そんな叔父さまをふたたび立ち上がらせたのは、ひとり娘である奈々ちゃんの存在と藤原商事だ。

　その会社がつぶれてしまう。

　わたしは手のひらを握り込んだ。

「善昌さんはさっき、わたしに例の件を頼めば本家から資金援助を引きだせるかもしれないって、言っていましたよね」

　ふたりの顔色が変わった。

「結月ちゃん、それは──」

「例の件というのはなんですか？　教えてください」

「結月は知らなくていいことだよ」

　奈々ちゃんはわざとらしくそっけない口調だ。わたしは食い下がった。

「お願い、教えて。わたしにできることがあるならなんでもしたいの」

　声が大きかったのか、葵ちゃんがふたたびグズリはじめる。わたしは慌てた。

「ごめんね、びっくりさせちゃったかな」

「結月のせいじゃないよ」

　葵ちゃんをあやしながら、奈々ちゃんは小さく言った。数秒置いてわたしに視線を移す。

「結月のせいじゃない。葵はね、わたしがピリピリしはじめたから、それを感じ取って泣いたの。……ごめんね」

　奈々ちゃんは悲しそうにほほ笑んでいた。葵ちゃんは落ち着いたようだ。奈々ちゃんを見上げる潤んだ瞳には、甘えるような色がある。

「先週の……土曜日だったかな」

　ぽつりと奈々ちゃんがつぶやいた。

　善昌さんが心配そうに奈々ちゃんを見下ろしている。

「うちのお父さんが本家を訪ねたの。聡伯父さまに資金援助をお願いしにね」

　あの叔父さまがお父さまに頼みに行くなんて。切羽詰まった状況が見て取れる。

「お父さんは畳に額を押しつけて頼み込んだらしいわ。それで聡叔父さまは資金援助をしてもいいと言ってくれたの」

「本当に？」

　わたしは目を見張った。努めて冷静な口調で、奈々ちゃんは続ける。

「でも資金援助は条件つきだった。その条件をお父さんはすぐに断ったの」

「条件って──」

　ためらったのち、奈々ちゃんは言う。

「結月を……結婚させることよ。聡伯父さまが選んだ男性たちとお見合いをさせて、ふさわしい人物と結婚させる。それができたら資金援助をしてもいいと言っていたわ」

　衝撃で、わたしは絶句した。

「結月ちゃんのお父さんに対して言いたくはないけれど」

　抑えた声で善昌さんが言う。

「卑怯だよ、聡さんは。弟を金で動かして娘を結婚させようとするなんて、僕は卑怯だと思う」

　奈々ちゃんは黙り込んだ。無言を通すことで、善昌さんの意見を肯定しているようにも見えた。

　凍った唇をわたしはぎこちなく動かす。

「わたしも……そう思う。けど……」

「だめだよ結月」

　鋭い声で奈々ちゃんが言った。

「うちを助けるために結婚するなんて、だめだからね」

「でも奈々ちゃん。太輔叔父さまの会社が──わたしたちの会社が、倒産しなくて済むんだよ？」

「絶対だめ。これはお父さんも同じ意見だから」

　わたしは唇を噛んだ。

（けれどわたしは実際、お父さまと同じことを考えていたわ）

　藤原商事に資金援助を頼むために、父にお見合いをセッティングしてもらおうかと考えていた。

　ぞっとして、怖くなる。

　結局わたしも父と同じような考え方をしていたのだ。

「僕も奈々と同じ意見だよ」

　ヒリついた場をなだめるように、善昌さんが言う。

「結婚は人生を決めてしまうという側面もある。一緒に暮らすだけじゃないんだ。お互い支え合わなきゃいけないし、子どもを産んで育てることにもなる」

　わたしの目が葵ちゃんに吸い寄せられた。奈々ちゃんの腕のなかで、安心しきった表情でうとうとしている。

　ふっくらした頬と、ゆるく握られた小さな手。両親に愛されているということが、充分なほど伝わってくる。

「聞いて、結月」

　奈々ちゃんは念押しする。

「結月には心から好きになった人と幸せになってほしいの。温かい家庭を築いてほしいって、わたしとお父さんは思ってるんだからね」

　奈々ちゃんがそう願うのは、わたしを大切に思ってくれているからだろう。そして、わたしが冷えきった夫婦のもとに生まれたのを知っているからだ。

　両手を握り込む。

　内心を表に出さないよう気をつけながら、わたしはほほ笑んだ。

「うん、わかった。お見合いはしないよ」








２　御曹司の恋愛事情









　俺が結月と出会ったのは二年まえのことだ。

　肌寒くなりはじめた秋口の夕刻。十八時から開かれたカクテルパーティーに、俺は嫌々参加させられていた。

　俺の父親は遠坂ケミカルの代表取締役社長だ。そして俺の名は遠坂鷹斗。この姓が示すように創業者一族の一員である。

　一員どころか直系の長男だ。つまり生まれたときから本人の意思にかかわらず、跡継ぎと目される立場にあったのである。

　とはいうものの、父が俺に会社を継ぐよう強制したことは一度もなかった。好きに生きればいいという教育方針のもと、基本的には放任された。

　俺には道楽息子として自堕落に生きる道もあったが、そうはならなかった。生来の負けず嫌いな性格が、自堕落を選ばなかったのである。

　勉学に打ち込み、運動に精を出し、理系国立大を卒業後に俺は社会人となった。

　最初から遠坂ケミカルに就職するという手もあったが、父の勧めもあり、まずは別の商社に入社した。巷で言う御曹司の武者修行だ。

　二年間、外様でがむしゃらに働いた。ついでに退社直前で大口の取引を成就させ、会社に利益をもたらすこともできた。

　惜しまれながらも当初の約束どおり円満退社し、遠坂ケミカルにいよいよ就職。武者修行を終えた鳴り物入りの御曹司として、同僚から好奇の目に晒される状態となる。

　俺は即座に心に決めた。

　遠坂鷹斗はトンビか鷹かと品定めしてくる連中を、全員認めさせてやろうと。

　そうしてひたすら働き、周りも驚く業績を上げることに成功。二十七歳にして大型プロジェクトのチームリーダーに抜擢され、前途洋々にして俺は全身に気力がみなぎっていた。

　しかし結論を先に言えば、プロジェクトは失敗に終わった。

　チームは瓦解し、俺はリーダーを外された。人生最大の挫折だった。

　原因は俺にあった。

　しかし当時はそのことを自分で認められなかった。

　俺をリーダーから外して別の人間にすげ替えたのは、社長である父だ。普段穏やかな父がキッパリと俺を切ったこともショックだった。

　当時の自分は腐りきっていて、けれどそのタイミングでパーティーに出席するよう父に言われた。とてもじゃないがその場を楽しむ気分になれず、ひと言目に断った。

　それでも出席するハメになったのは、父が「社長命令だ、行きなさい」と指示してきたからである。

　理由を聞くと、父は大まじめに言った。

「おまえももう二十七歳だ。そろそろこれから先の人生を考えるべき頃合いだろう。いい出会いを見つけるためにも、こういう機会があればできる限り出席しなさい」

　出会い──つまり男女の出会いのことである。

　父は結婚のために、いまのうちに相手を探しておくよう言いたいのだ。

　まだ二十七なんだから、結婚なんて早いだろうと俺は反論した。けれど女性に対してつねに敬愛をもって接し、男女交際において厳格な思想をもつ父は、こう宣った。

「なにを言う、いまがベストの時期だ。意中の女性を見つけ、アプローチをするのに一年。愛を告白し、恋人になってから婚約まで三年。結婚準備に一年だ。たったいまおまえが運命の女性を見つけたとして、結婚する頃には三十二歳。ちょうど適齢期というわけだ」

　俺は、好きになってから告白するまで一年もかけない。

　そう反論しようとしたが、やめた。色恋方面で親と意見を戦わせるほどやりにくいことはない。

　俺は渋々スーツに着替え、パーティー会場に向かった。

　ホテルのホールを貸しきって行われた催しには、政財界の大物たちが集っていた。

　聞くところによると、厳選された人間しか呼ばれないシークレットなパーティーらしい。普段は顔を出さない元国会議員の重鎮や、海外を拠点とする資本家などの姿もある。

　いつもの俺であれば人脈拡大のチャンスだと、名刺入れを握り締めたに違いない。

　けれどこのとき俺は腐っていた。目立たぬよう柱に背をもたせ、ワインをちびちびやりながら煌びやかな世界をぼんやりと眺めていた。

　パーティー開始から一時間ほど経った頃だろうか。

　にわかに会場がざわつきはじめた。とくに、俺と同年代の男どもの熱気があからさまに増した。

　気にはなったが、だれかを捕まえてなにがあったのか聞きだす気力はなかった。

　あいかわらずぼんやり時間をつぶすこと十分。ざわつきが徐々に大きくなり、そして会場の大扉がゆっくりと開かれた。皆が扉に注目したので、俺の目も自然とそちらを向く。

　開いたのはホテルのスタッフたちだ。彼らは到着した何者かに頭を下げ、恭しく入場を促した。

　その人物たちが──壮年の男性と、すみれ色のドレスワンピースを纏った二十歳そこそこの女性だ──足を踏み入れたとき、会場のざわめきはいっそう大きくなった。

「藤原本家のご当主だ──」

「おい見ろ。あれがご令嬢だぞ」

　人々の声が断片的に聞こえてくる。

　藤原本家の当主と、その娘？

　人々のあいまからふたりの姿が見えた。

　タキシードを身につけた壮年の男性は、藤原家当主の藤原聡だ。ビジネス関係で何度か会ったことがある。スマートな体つきから威厳をつねに放っている男で、体温の通わない冷たさがある印象だ。

　そして、彼の一歩うしろを静かに歩む若い女性──。

「これは噂になるのもうなずけるな」

「姫君は社交の場がお嫌いで、めったに姿を表さないという話だったが……なんと美しい。眼福だよ」

　男たちのざわめきを聞きながら、俺はワインを片手に動けなくなっていた。

　藤原本家のことはもちろん知っていたし、ビジネス上の重要人物だとも認識している。美人の娘がいるという噂も耳に入ってはいた。が、それほど関心をもっていなかった。

　しかし彼女をひと目見ただけで俺は釘づけにされた。藤原の当主など、もう目に入らなかった。

　ひとことで言えば彼女は可憐だった。

　すみれ色のシルクをまとった妖精のようにも見えた。

　この場にいた男性陣はもれなく彼女に意識をもっていかれただろう。それほどまでに彼女の、純度の高い可憐さは際立っていたのだ。

「綺麗なお嬢さんだろう？」

　父親が近づいてきて耳打ちしてくる。

「ああいうご令嬢がおまえの奥さんになってくれたら、我が社も安泰なんだがな」

　返す言葉がとっさに出てこなかった。

　そのとき彼女がこちらに目線を移した。彼女は周囲をなにげなく見渡していた様子で、俺と目が合ったのはただの偶然だった。

　けれど俺はその偶然が、奇跡の瞬間のように感じた。

　アーモンド型をした彼女の目はまっすぐ俺に向けられて、胸の鼓動が否応なしに高鳴った。

（なんだこれ。らしくもない）

　内心で動揺するも体は少しも動かせなくて、俺の目は彼女に釘づけになる。

　俺の体たらくを彼女は当然知る由もなく、じつにあっさりと視線は外された。目が合っていたのは時間にして一秒ほどのことだろう。

　しかし俺にはその何倍も長く感じられた。

「どうした鷹斗。藤原本家の姫君にひと目惚れでもしたか？　応援するぞ、父親としても社長としても」

　父親はワクワクした様子だ。

　俺は我に返った。

「なんだよいきなり。勝手なこと言うなよ」

　声に動揺が混じる。

　──ひと目惚れ。

　ありきたりすぎて軽く聞こえるこの言葉が、自分の胸に怖いくらいスムーズにハマった。

（ちょっと待て。らしくなさすぎるだろう）

　俺は気を落ち着かせるために人々の群れから離れた。父親はまだ俺と話したそうだったが、そのような余裕はなかった。

　ひとりになれる場所を求めてバルコニーに出る。この会場はホテルの三階にあり、バルコニーの下は駐車場になっていた。

　夜空には星が散りばめられ、外壁の電燈は白い光を放っている。

　半円型にせりでた煉瓦造り風の欄干に、俺は両腕をついてもたれかかった。ひとりになれて、肩からやっと力が抜ける。

　ただでさえ仕事のことで落ち込んでいたのだ。人混みにきてストレスを受けてしまったから、はじめて見る可憐な女性に動揺してしまったに違いない。

（そうだ。だからひと目惚れなんてありえない）

　俺はほっと息をついた。

　いまは女に現を抜かしている状況じゃない。仕事をどうしていくか真剣に考えるべき時期なのだ。けれどどうにもモチベーションが上がらない……。

　そのとき背後から突然声が聞こえてきた。

「ああ、もう。疲れたな……」

　若い女の声だ。

　俺は驚いて振り返った。声の主と目が合う。

　彼女もびっくりしたようで、目を丸くしていた。

「すみません。人がいるとは思わなくて」

　慌てた様子で彼女は頭を下げる。

　あまりのことに俺は茫然とした。

（藤原本家の──）

　さっきまで人波の中心にいた、彼女だ。

　彼女はそのままバルコニーを出ていこうとした。艶やかなハーフアップの髪が揺れる。

　俺はとっさに呼びとめた。

「お待ちください、藤原さん」

「え？」

　彼女がこちらを振り返った。膝丈の裾がふわりと揺れる。

　アーモンド型の綺麗な瞳と透けるような白い肌。彼女の透明感に、俺はふたたび見とれてしまった。

「あの、なにか……？」

　おずおずと彼女が言う。

　俺は我に返った。それからいっきに頬が熱くなる。

（なにをしてるんだ、俺は）

　無意識に呼びとめるなんて。自分の行動を制御できないなんて、どうかしている。

「すみません、その」

　動揺を隠すように俺はネクタイをなおした。

　なんとか笑顔を浮かべて体裁を取り繕う。

「藤原聡さまのご息女とお見受けいたします。ごあいさつをと思いまして──申し遅れました、僕は遠坂鷹斗と申します」

　しゃべっているうちに、段々といつもの調子を取り戻してきた。俺の言葉に彼女は目を丸くする。

「遠坂鷹斗さん……、遠坂ケミカルの？」

「はい」

　俺はうなずいて名刺を取りだした。藤原結月はそれを丁寧な所作で受け取る。

「遠坂社長のお話は父から伺っております。とても素晴らしい経営手腕をもつ方だとか」

「もったいないお言葉です」

「遠坂さんのおっしゃるとおり、わたしは藤原の長女、結月と申します。すみません、まだ学生の身なので名刺を作っていなくて」

「いえ、構いません。結月さんは大学生でいらっしゃるのですか？」

「はい、三年生になります」

　藤原結月はほほ笑んだ。花がほころぶような、可愛らしい笑顔だ。

「僕は二十七になります。社会人としてはまだまだヒヨっ子の四年生です」

「ヒヨっ子だなんて」

　彼女はまた、くすくす笑った。見た目からおとなしいタイプかと思っていたが、よく笑う明るい性格をしているようだ。

　そういうところも好ましく見えて、俺は困った。笑顔のまま彼女は言う。

「社会に出て働くってすごいことですよね。わたし、小さい頃から社会人に憧れがあるんです。だから大学生になって、事務職のアルバイトをはじめたのですよ」

「藤原の姫君がアルバイト？」

　意表を突かれ、思わず声に出してしまった。慌てて口もとを押さえる。

「失礼しました。意外だったものですから」

「大丈夫ですよ、わかります」

　彼女はやわらかくほほ笑む。

「父からもバイトは反対されていますし。バイト先が身内の会社なので、お目こぼしをもらっているのです」

「ああ、お身内であればお父上も安心されますね」

「それでも父はおもしろくなさそうですけれど」

　彼女は苦笑しつつ肩をすくめた。俺も口もとを和ませる。

「御当主は結月さんが可愛くて仕方がないのですね」

「うーん……」

　彼女は困ったように笑う。話題をもとに戻してきた。

「会社っておもしろいですよね。むずかしい問題も起こるけど、みんなで協力して解決できたときの充実感はほかに代えがたいです。アルバイト三年生の若輩ですが、働くっていいなと日々感じます」

「ああ──働くこと、ですか」

　脳裏にプロジェクトチームのことが浮かんで、声が翳った。

　彼女は話を続ける。

「これも父には反対されていますけど、大学を卒業したら就職しようと思っているのです。家で家事手伝いをするよりも、外で働きたくて」

　彼女のキラキラした目がまぶしいくらいだった。

　いまの俺は仕事にそこまでまえ向きになれない。

　プロジェクトメンバーが離反したのは、俺のやり方が彼らに受け入れられなかったからだ。なにが気に入らないんだと問い詰めると、彼らは苦々しげに言った。

　ついていけないと。

　俺の独断的なやり方や、ミスをしたメンバーにペナルティを課したり、チーム内の競争心を煽るシステムを構築したりすることに賛同できないと告げられた。

　俺のあとを引き継いでリーダーになった社員は、俺の三年先輩だった。彼はどちらかというと弱腰で、日和見主義の男だった。

　俺はそのような男にプロジェクトを任せられるはずがないと思った。けれど予想に反して、メンバーは彼を歓迎した。

（結局、御しやすいリーダーがほしかっただけじゃないか）

　俺はたしかに厳しかったかもしれない。

　けれど成果を挙げたメンバーには、充分すぎるほどのインセンティブを与えていたのに。

「遠坂ケミカルさんのような大きな会社なら、きっと働きがいがあるのでしょうね」

　無邪気な彼女の声が耳に刺さるようだ。

　俺は皮肉な気持ちになって、笑った。

「仕事に働きがいもなにもないですよ。毎日へとへとになるまで働いて、泥のように眠る。社会人なんてそのくり返しです」

「そうですね、働くって本当に大変ですよね。まだ学生バイトの身ですが、周りの方々を見るとそう実感します」

　藤原結月はため息をついた。それでも彼女の瞳は輝いている。

「大変なことがあっても、それでへとへとになっても、働くことは楽しいです」

　俺は苛立ちを覚えた。

　理不尽な苛立ちだ。

　まだ学生の彼女が社会人への憧れを語っているにすぎない。余裕をもって、笑ってうなずけばそれでいい。

　けれど俺は、ふと彼女を傷つけたくなった。

　ひと目惚れかと思うくらい心を奪われかけたのに、それと正反対の感情が湧き上がってくる。

「藤原本家の姫君はおっしゃることが違いますね。さすがです」

　皮肉めいたものを感じたのか、彼女は口をつぐんだ。

　ここでやめておいたほうがいいとも感じたが、俺の口はとまらなかった。

「お身内の会社というのはさぞ居心地がよろしいでしょう。大学を卒業したあとも充実した毎日を送れると思いますよ、そこでなら」

「……けれどあなたも、わたしと同じ立場なのではないですか？」

　藤原結月は非難のまなざしを送ってくる。無邪気に輝いていた瞳に怒りが差すと、より美しさが増すことに俺は気づいた。

　彼女は続ける。

「遠坂ケミカルは跡継ぎの次期社長にとって、とても居心地のいい場所なのでは？」

「とんでもない、地獄ですよ。なにしろ俺は次期社長『候補』ですからね」

　俺が笑うと、彼女は形のいい眉を寄せた。

「どういう意味ですか？」

「つまりこういうことです。あなたは可憐な姫君で、出世争いの敵になりようもない。だから社員のだれもがあなたを歓迎するでしょう。けれど俺は違います。充分敵になりうる。居心地がいいと言えますか？」

　ああ、これは八つ当たりだ。

　嘲笑を浮かべた表情はそのままに、俺は自分が情けなくなった。

　藤原結月はふたたび沈黙し、視線を落とした。傷ついているのかもしれない。

（まだ学生の、見るからに世間知らずな女に仕事の鬱憤をぶつけるなんて）

　このまま彼女が踵を返して、この場から立ち去ってもおかしくない。そうなるまえに謝らなければ。

　自分の表情から笑みが消えて、苦々しさが眉間にこもった。

「すみません、大人げないことを言って──」

「軽率なことを口にしてしまい、申し訳ありませんでした」

　言って、彼女は潔く頭を下げた。俺は意表を突かれる。

　顔を上げた彼女の表情はやわらかで、唇には小さなほほ笑みが乗っていた。

「学生から社会人のなんたるかを語られても困りますよね。ごめんなさい」

「いえ、それは──」

「けれどもったいないな。周りが敵だらけなんて」

　華奢な手をうしろに組んで、藤原結月は笑った。

「遠坂さんのまわりには、敵しか本当にいないのですか？　そうじゃない人を見つけていないだけでは？」

　不躾な言葉だが、彼女が笑顔で言うとそう聞こえない。

　俺が戸惑って返事できないでいると、彼女は続けた。

「遠坂さんはきっとまっすぐな方なんですね。どことなくわたしの叔父に似ています」

「え？」

「敵か味方かは抜きにして、たまには同僚さんたちと楽しくおしゃべりしてみるのはいかがでしょう」

　俺はぽかんとした。

（おしゃべり？　なにをのんきな。これだから学生は……）

　しかし『敵か味方かは抜きにして』というフレーズはなぜか胸に残った。

「わたしにも敵がいないわけじゃないのです」

　いたずらっぽく彼女が笑う。

「男性には想像もつかないような、感情のもつれが女の世界にはあるのですよ。なにしろわたしは姫君ですから」

　俺はハッとした。

　たしかに女同士の嫉妬などは男同士のそれよりも複雑そうだ。藤原結月のような容姿も家柄も優れた女性には、敵意を向ける人間がいてもおかしくない。

　俺が眉を寄せて考えていると、彼女は明るい声で告げた。

「敵か味方かを判断しているとキリがないので、ただ楽しくおしゃべりをするのです。そうすると案外みなさん、親しくしてくれますよ」

「いささか楽観的すぎるとも思いますが、一理ありますね」

　俺は苦笑した。

「敵を見つけだすよりも、そうやって味方を作っていくほうが建設的だ」

「敵か味方かは、同じ人でも時と場合によってすぐに変わりますから」

　彼女は屈託なく笑う。

「区分けをするのはもったいないです。いまこのときをだれかと共有できれば、それだけでわたしは嬉しいです」

「やはり楽観的ですね」

　俺は自然とほほ笑む。

「でも素敵な考え方だと思います。理に適ってもいるかと。時間と感情の共有は、心の距離を近づけますから」

「はい。ちょうどいまの、遠坂さんとわたしのように」

　俺はハッとした。やがて胸の底がじわじわと温かくなる。

（俺は社のチームメンバーと、何度『おしゃべり』を交わしただろうか）

　ほとんどゼロに近い。とりとめなく話すことも、相手の気持ちにふれることもしてこなかった。

　関係性を作ろうとしないのに、強権的で独断的。そのようなリーダーにメンバーがついていけないと判断を下しても、なんらおかしくないだろう。

　俺はほほ笑みを浮かべたまま、彼女に告げた。

「一度お会いしたいですね。僕に似ているという、結月さんの叔父上に」

「いつでもご紹介しますよ。けれど叔父は頑固者なので、遠坂さんに失礼な態度をとってしまったらすみません」

「お互いさまという場合もありますよ。だからお気になさらずに」

　藤原結月は可笑しそうに笑った。その可憐な表情に俺はどうしようもなく惹き込まれてしまう。

　出会ってから短い時間、彼女に何度も見とれてきた。けれど今回ははっきりと、自分の気持ちを自覚しながら俺は彼女を見つめた。

「またお会いできますか？」

　紳士的に笑みながら尋ねる。

　彼女は無邪気なほほ笑みのままにうなずいた。

「ええ、もちろん。またお話してください」

　これが口約束で終わらないよう、俺はその場でプライベートな連絡先を交換した。

　そして翌週、彼女を食事に誘った。店のリクエストを聞くと、彼女から意外な希望が返ってきた。藤原の姫君からかけ離れた場所──格安の居酒屋チェーン店である。

　ここから俺たちの『ふたり飲み会』が始まったのだ。

　

　

　その後会社のプロジェクトチームに関して、俺はひとつの決着をつけた。

　新チームに自ら頭を下げて、プロジェクトの末席に加えてもらうようお願いしたのだ。

　これまでの俺なら、そのようなこと死んでもできなかった。プライドがあったからだ。

　新リーダー含めメンバーは俺の性格を知っているので、皆度肝を抜かれていた。けれど戸惑いながらも俺をひとまず入れてくれた。

　平メンバーに混じり、俺は懸命に仕事をした。

　メンバーたちといろいろな話をして関係性を積み上げ、仕事の面でもプライベートの面でも、彼らと気持ちを分かち合うような間柄になった。新リーダーにはつねに敬意をもって接した。

　一年後、プロジェクトは大成功を収めて喝采を浴び、ひとまずの解散となった。メンバーとの交流はいまでも続いており、ときどき皆で飲みに行ったりする仲だ。

　仕事仲間たちとの充実した毎日をすごしつつ、俺は結月との時間も大切にしていた。

　隔月の逢瀬は、俺に癒しと活力をくれた。会うたびに彼女に惹かれ、彼女ともっと一緒にいたいと強く感じるようになった。

　けれど結月の恋人になるどころか告白さえできないまま、二年が経つ。理由はふたつあった。

　ひとつは、彼女が予想をはるかに上回るお姫様育ちだったことだ。

　藤原本家の姫君として育てられた結月は、男女交際から完全に隔離された環境で育っていた。彼女には兄がいるため、男に対する免疫はある。しかし恋愛に関する知識は極端に少ない。

　二十歳を超えた女性であれば当然気づくようなさりげないアプローチを、彼女はスルーした。かと言ってアグレッシブに言い寄ったなら、警戒して逃げていくような雰囲気がある。

　結月自身が身近で見て知っているのは、男女の恋愛ではなく夫婦の関係性だ。自分の両親──藤原本家の当主夫妻である。

　藤原夫妻の不仲は業界でも有名だ。その不仲が、結月の夫婦観に悪影響をもたらした。これが結月にアプローチしにくいふたつ目の理由だ。

　結月は結婚を望んでいない。

　結婚すると不幸になると思っている。だから恋愛にも否定的だ。

　どう距離を詰めればいいのか、俺は考えあぐねた。試行錯誤の結果、恋愛方面のアピールを当面見送ることにする。

　藤原家のご令嬢なのだから、大学卒業のタイミングで結婚の話が当然出てくるだろう。アプローチをかけるならそのあたりが妥当である。

　長期戦は最も苦手な分野だが仕方がない。結月の心を確実に手に入れるためなら、それくらいの時間をかける価値がある。

　大きく踏み込めないことにもどかしさを感じるときもあったが、俺はぐっと耐えていた。そんな長期戦の終わりをやっと感じられたのが、つい先日だ。

『結婚しようかな』

　結月がそうつぶやいたのだ。待ちに待った瞬間に俺は内心で色めきたった。

　けれどそのあとに続く彼女の言葉が、よくなかった。

『財産をもつ人とお見合いして結婚すれば、藤原商事を助けてもらえるかもしれないでしょう？』

　俺は愕然とした。

　──それは身売りだ。

　お見合いでいい人がいたら結婚してみようかな、という展開を俺は予想していた。そうしたらお見合いなどさせずに、俺を見てくれるように動こうと考えていたのだ。

　まさか結月の口から、お金のために結婚するという言葉が出るとは夢にも思わなかった。

　男女関係のイロハも知らない結月が、無謀すぎる。いや、なにも知らないからこそ簡単に口にできるのかもしれない。

　動揺した俺は、表向きは平静を装いながらも、ギリギリの手法でとめに入った。

　結月の唇にキスをしかけたのである。それも無断で。

　当然のことながら、唇が重なる直前で結月から平手打ちを食らった。

　本当に口づけるつもりはなかったし、結月が怒ることも想定内だった。が、手痛い拒絶に凹まなかったと言ったら嘘になる。

　結月の性格上、そのまま店を出ていってもおかしくなかった。しかし幸いにも留まってくれて、話を続けてくれた。この二年間で培った友情と信頼が功を奏したのだ。

　結果的に結月はお見合いに慎重になってくれた。それはよかったのだが、気が変わってやっぱりお見合いをしようと切り替えられたら困る。

　だから俺は釘を打った。これも強引な手法だったと、自分でも思う。

『俺と結婚すればいい』

　冗談とも本気とも取れるような口調をあえて使って、俺は告げた。

　結月は冗談と受け取ったようだったが、それでよかった。次の手を打てたからだ。

『お見合い話が進みそうになったら、俺に連絡しろよ』

　結月はうなずいた。

　これで、知らないうちに結月がどこかの金持ちとお見合いして話が進んでいたという事態が避けられる。

　倒産する可能性の高い藤原商事は気の毒だと思う。そうなった場合、ひどく落ち込むであろう結月も気にかかる。

　けれど、資金と引き換えに結月がだれかと結婚するなどあり得ない。








３　暗がりで、はじめての









　奈々ちゃん宅からの帰り道、夕日の差すアスファルトの歩道にひとけはない。

　電柱の脇に佇み、わたしはスマホから電話をかけた。鷹斗さんはワンコールで出てくれた。

「もしもし、結月？」

「鷹斗さん、いきなり電話してごめんね」

　スマホを握り込む。緊張して声がかすれた。

　鷹斗さんは優しく言う。

「どうした？　声に元気がないぞ」

「うん……」

　わたしは意を決して告げた。

「鷹斗さん、いまから会える？」

「いまから？」

　鷹斗さんは面食らったようだ。通話ごしにわたしはうなずく。

「なるべく早く会いたいの」

　

　

　遠坂ケミカルの本社ビルは、六つ先の駅から徒歩五分のところにあった。見上げるほど高い建物で、最先端の雰囲気を放ちながら堂々とそびえている。

（綺麗なオフィスは羨ましいけれど、少し怖気づいちゃうな）

　このような立派なビルを、鷹斗さんは当然のように主戦場にしている。

　彼は今日、休日出勤とのことだった。もうすぐ終わるから受付ホールで待っているよう言われている。

　しかし入り口ゲートを見ると、鷹斗さんのスーツ姿があった。彼はわたしに気づき、片手を上げる。わたしは小走りに駆け寄った。

「ごめんなさい、遅かった？」

　鷹斗さんはわたしの背を地下駐車場に促す。

「遅くないよ。話があるんだろう？　ゆっくりできる店に連れていくよ」

　休日の地下駐車場にひとけはなかった。本来であれば五十台以上停められる広いスペースだが、車はまばらだ。鷹斗さんの車は出入り口にほど近いスペースに停まっていた。外国車のセダンである。

　鷹斗さんは助手席を開いた。遠慮がちにわたしは腰を下ろす。

「お店に行くまえにまずお話がしたいの。先に車のなかでしてもいい？」

「ああ、いいけど」

　鷹斗さんは不思議そうな顔をしつつ、扉を閉めた。運転席に回り込み、ネクタイをゆるめる。

「それで話って？」

　ルームランプが彼の面差しに陰影を作っている。スカートの上でわたしは手を握り込んだ。息を吸い込み、口を開く。

「このまえふたり飲み会で話していたことを、あらためてお願いしたいの」

「え？」

　鷹斗さんはきょとんとした。わたしは重ねて言う。

「お見合いしようか悩んでいることを相談したでしょう？」

「ああ、お見合い──」

　鷹斗さんは思い当たったようにつぶやいたのち、やがて目を見開いた。わたしを見返す。

「お願いって、まさか」

　さすが鷹斗さんはカンがいい。

　わたしは気を落ち着かせるために一度息を吐いたのち、本題を告げた。この上なくストレートに。

「鷹斗さん。わたしと結婚してください」

　彼は愕然とした様子で、言葉を失った。薄暗い車内に沈黙が張り詰める。

「……結婚って」

　乾いた声で鷹斗さんがつぶやく。

「冗談だろ？」

　わたしは手のひらをさらに握り込み、首を振った。

「ううん、本気だよ」

「飲み会のときのあれは、単なる言葉遊びの範疇だ。冗談だよ」

「でもわたしは本気なの」

　まっすぐに鷹斗さんを見る。驚愕の色を帯びた彼の瞳が、大きく揺れた。

「ちょっと待ってくれ」

　鷹斗さんは目をそらして、窓の外に視線を投げた。これほど動揺した鷹斗さんは見たことがない。

　彼はこちらをもう一度見た。

「俺と結婚する意味をわかってないだろう」

「わかっているつもりよ。その上でお願いをしにきたの」

　鷹斗さんは口をつぐんだ。わたしの目をじっと見つめてくる。

　彼の視線はわたしの真意を探るようでもあったが、それだけでは説明しきれない熱量が秘められているようにも感じた。

　わたしは緊張する。やがてため息をつきつつ、彼は背もたれに身を預けた。

「……くそ」

　聞こえるか聞こえないかの悪態が、鷹斗さんからこぼれる。

「どうしろっていうんだ」

「ごめんなさい」

　鷹斗さんには迷惑なお願いだろう。けれどここで引き下がれない。

「わたしと結婚することで、鷹斗さんにもメリットがある。そう言っていたでしょう？」

　努めて冷静にわたしは告げた。

　鷹斗さんが目線だけをこちらに向ける。

「……それで？」

「結婚することで、わたしたち両方が利益を得られる。鷹斗さんは由緒ある家とのつながりを。そしてわたしは」

「藤原商事を救ってもらえる？」

　揶揄するような笑みだ。わたしはうつむく。

「都合のいいことをお願いしているって、わかっているわ」

「結婚するってことは、ただ戸籍をひとつにするだけじゃない。一緒に住んで──、ストレートに言うなら俺の子を産むってことだぞ」

　鷹斗さんの低い声がわたしの胸底を波立たせた。奈々ちゃんの娘、葵ちゃんの姿が脳裏をよぎる。

　子どもは宝物だ。子を産み育てることは、ひとつの命に深く関わること。尊くて、だからこそ重大である。

　簡単に決めていいことじゃない。その上で、わたしは決めたのだ。

「ええ。鷹斗さんの妻になって、子どもを産んで大切に育てる。遠坂ケミカルの力になれるよう最善を尽くすわ」

「だめだ」

　突き放すような言い方だった。

　わたしが言葉を詰まらせると、鷹斗さんはわずかに眉を寄せる。

「結月の申し出はたしかに俺にとって──遠坂ケミカルにとって魅力的だよ」

　さっきよりもやわらいだ声だ。

「俺が言いたいのはつまり、結月のデメリットが大きすぎることだ。わかるか？」

「そんなことない。わたしにとってはこの上ないメリットだもの」

　わたしはセンターコンソールに手をついて、身を乗りだした。

　鷹斗さんの眉間のしわが深くなる。

「わかった、藤原商事なら助けてやる。ただし結婚する必要はない」

　鷹斗さんなら、もしかしたらそう言ってくれるかもしれないと思っていた。

　でもそこまで彼に負担をかけられない。

「一方的に助けてもらうだけではいられないわ。わたしも鷹斗さんの力になりたいの」

　鷹斗さんは、喉の奥から声を絞りだすように言った。

「やめろ。俺はおまえをそんなふうに扱いたくない」

「お願いします、鷹斗さん」

　頭を下げる。声が震えた。

「がんばるから……妻の務めを精いっぱい果たすから。わたしと結婚してください」

　苦しげな沈黙が落ちた。

　それからぽつりと、噛み殺した独白が静寂に滲む。

「断って……ほかへ行かれでもしたら」

　彼の言葉の真意を深く考える余裕は、わたしにはなかった。

（もし鷹斗さんに断られたら。そうしたら）

　お見合いをお父さまにセッティングしてもらうしかない。けれどそれだと、太輔叔父さまや奈々ちゃんが悲しむし、大反対される──。

　そのとき鷹斗さんが告げた。

「わかった」

　呼吸がとまるかと思った。わたしは顔を上げる。

「鷹斗さん」

「わかった、結婚を受けてもいい。けれど条件がある」

　彼の表情は緊張で張り詰めている。わたしは唇を引き結んだ。

　もとより簡単に了承してもらえるとは思っていない。わたしにできることならなんでもするつもりだ。

　鷹斗さんは言った。

「あのときの続きを、結月のほうからできたら結婚を受けるよ」

「え……？」

　意味をつかみ損ねて、わたしは聞き返した。

「どういうこと？」

　鷹斗さんの双眸が翳り、感情が見えなくなる。手が伸ばされ、長い指がわたしの顎を優しくつかんだ。

「あのときは平手打ちされたが、結婚するとなるとそうもいかないだろう？」

　思い至って、わたしは目を見開いた。

（平手打ちしたときって、つまり──）

　動揺して頬が熱くなり、鼓動が速まっていく。

（わたしのほうからする？　そんなこと、どうやっていいのかわからない）

　硬直していると、鷹斗さんがふと笑った。

　顎から彼の手が離れていく。

「そうだと思ったよ」

　鷹斗さんはなにかを吹っきったような、潔い表情をしていた。

　彼は自身のシートベルトに手を伸ばしながら、車のエンジンをかける。ハイブリッド車の軽い振動が足もとから伝わってきた。

「この話は終わりだ。帰るぞ、送っていく」

「鷹斗さん」

　わたしはほとんど無意識に、動いていた。広い肩に手を置き、シートに片膝をついて、目線を彼の高さに合わせた。

「え……？」

　振り向いた鷹斗さんの、形のいい両目が見開かれる。

　彼に限りなく近づいたとき、彼の吐息がわたしの唇に溶けた。鼓動が大きく跳ねて音を立てたけれど、わたしの体はとまらなかった。

　そのまま唇を押し当てて重ねると、温かい弾力が返ってくる。

　鷹斗さんが静止した。彼の手からシートベルトが外れたのか、ベルトの巻き戻る音がする。

　密着した部分から甘い痺れが指先まできて、背すじがぞくりとした。唇を重ねたまま、わたしはぎゅっと目を閉じる。

（こんなことをしてはいけない）

　キスをしていいのは、将来を誓い合った男の人とのみ。それが藤原家の娘として育ったわたしの世界の、常識だ。

　禁を破ったことへの罪悪感がのしかかってくる。それでもしなければならなかった。鷹斗さんを引きとめるために。わたしが本気だと知ってもらうために。

　静かなエンジン音だけが響く車内で、鷹斗さんがわずかに身じろぎする。

　それを合図に、わたしは重ねた唇を離そうとした。温もりがわずかに失せた瞬間、鷹斗さんが動いた。

　力強い腕がわたしの体に回り、腰を抱き寄せる。わたしは目を見開いた。

　とっさに逃げようとするのを、うしろ頭を手のひらでつかむことによって鷹斗さんが妨害する。

「……っ」

　口づけが深まった。角度が変わり、いっそうきつく密着する。

　くぐもった声がわたしの唇からこぼれた。全身が硬直して、頭のなかが真っ白になる。

　鷹斗さんの舌が動いて、唇の表面をざらりと舐められた。その濡れた熱が、ぞくぞくした感覚を下腹部まで響かせる。

（なに、これ──）

　さっきまで、甘く痺れるような感覚があるだけだったのに。

　ただ甘いだけじゃなく、熱くて、いまにも食べられてしまいそうな錯覚が起こり、体が小さく震えた。

「……、は」

　低く息をつきながら、鷹斗さんは口づけをゆっくりとほどいた。

　強く抱き締められたまま、わたしは体に力が入らず、彼の胸にもたれかかってしまう。

「結月」

　かすれた声で呼び、鷹斗さんはよりいっそう深くわたしを抱き締めた。彼の匂いに包まれる。硬くて広い胸板の奥で、鷹斗さんの鼓動が大きく波打っていた。

「おまえの言うとおりにするよ」

　その声には大きな熱情が込められている。胸が震えた。安堵と、そしてもうあと戻りできないという思いが打ち寄せた。

　彼の唇がわたしの髪に押し当てられる。想いのこもったささやきが落ちた。

「……大切にする」

　

　

　わたしたちの結婚は順調に進んだ。

　遠坂ケミカルの次期社長と、藤原本家の長女が結ばれることは、双方の家にとって願ってもなかったようだ。

　あの気むずかしい父も鷹斗さんのことは文句のつけようがないみたいだったし、普段もの静かな母も嬉しそうだった。

　鷹斗さんの両親も喜んでくれた。ふたりの妹さんからは、馴れそめからいろいろと質問責めにあったけれど、鷹斗さんが上手にかわしてくれた。ちなみに妹さんたちは両方とも社会人だ。

　結婚を周囲に打ち明ける際、わたしと鷹斗さんは二年まえから密かに付き合っていたという設定にした。

　これは鷹斗さんの提案だ。そういったバックグラウンドを作ったほうが、不自然さがないらしい。

　二年まえに出会ったパーティーで恋に落ち、付き合いはじめた。しかし自分たちの立場を考えて、付き合っていることを秘密にしてきた。月日が経ち、結婚したいという気持ちがいよいよふくれ上がってきたため、決心してまえに進むことにした。

　このストーリーを、太輔叔父さまや奈々ちゃんをはじめ、周囲は喜びをもって受け入れてくれた。太輔叔父さまに鷹斗さんを紹介したときも、叔父さまは男泣きして喜んでくれた。奈々ちゃんも、目を潤ませながらおめでとうと言ってくれた。

　近親者の賛成と、周囲の祝福。このふたつが合わさって、わたしたちの結婚はスムーズに進んだのである。

　入籍と結婚式は同時期に行った。

　鷹斗さんは多忙なスケジュールをできる限り切り詰めて、四か月後に挙式となった。

　場所は都内有数の老舗ホテルだ。急な式にもかかわらず、招待客が三百名を超える規模の豪華なものになった。

　鷹斗さんのタキシード姿はとても素敵で、かっこいい男性はなにを着ても人を惹きつけるものなのだと感心したりもした。が、ぼーっと見とれる余裕はなかった。

　藤原本家から遠坂ケミカルの御曹司に嫁ぐ花嫁。その役割を完璧にこなすために気を張らなければならなかったからだ。

　だから挙式後、控室に戻ったときは疲労感にどっと襲われた。式のあいだ中鷹斗さんが細かくフォローしてくれていなかったら、もっと疲労困憊していたに違いない。

　新婚旅行には行かなかった。わたしは藤原商事のことが気になっていたし、鷹斗さんは挙式のためにスケジュールをギリギリまで調整したため、仕事が溜まっている状態だったからだ。

「一週間くらいのんびり旅行に連れていきたかったのに、ごめんな」

　申し訳なさそうな鷹斗さんに、わたしは首を振った。彼には感謝の気持ちでいっぱいだったからだ。

　鷹斗さんは約束どおり藤原商事を救ってくれた。

　入籍まえから少しずつ、藤原商事との取引を増やしてくれたのだ。遠坂ケミカルという大口の取引先ができたおかげで、藤原商事の再建計画が現実味を帯び、銀行からの追加融資が決まったのである。

　鷹斗さんは品質管理を中心に、資材調達の部門を監督する立場にいる。だから仕入れ先として藤原商事を指名できたらしい。

「それでも藤原商事自体に地力がなかったら、取引を続けられなかったよ」

　鷹斗さんは笑ってそう言った。

「藤原商事はたしかにＤＸ化に遅れを取っているし、社長も社員も頑固者がそろっていて取っつきにくい。スムーズな取引をするのにコツがいるんだ。そのせいで最近は、うちと疎遠になっていたんだと思う」

　そのため社内では、取引を増やすことに反対する意見もあったらしい。

　鷹斗さんは彼らを根気よく説得し、抜群のリーダーシップでもって取引を進めてくれた。その結果結婚式まえの四か月のあいだに藤原商事はもちなおし、わたしの憂いは解消された。

　そのような状況のなかで盛大な結婚式を終えたのち、わたしと鷹斗さんはそのままホテルのスイートルームに宿泊することになる。

　ここで挙式した夫婦は、ほとんどがそのままホテルに一泊するらしい。式の打ち合わせの際、ウエディングプランナーさんにそう勧められた。

　そのときはとくに疑問もなく宿泊を了承した。しかしそんなわたしを、隣に座る鷹斗さんがぎょっとした顔で見てきた。

　わたしはふしぎに思ったけれど、プランナーさんとのあいだでブーケをどうするかという話題に移ったのでそのまま流してしまった。

　このことを、挙式後の夜にいたってあらためて思い返すことになる。

（鷹斗さんがぎょっとしていたのはこういうことだったのね……！）

　都内の夜景が一望できる高層階のプレジデントスイート。

　開放的なリビングを抜ければ、そこにあるのはベッドルームだ。ベージュ系のファブリックで統一されたその部屋は、大人びた雰囲気を演出している。

　その入り口に佇んだまま、わたしは固まっていた。

　現代アート風の絵画がかけられた壁。そこに頭をつけるように据えられているのはキングサイズのベッドだ。

（ここでひと晩過ごすということは、つまり）

　恋愛経験が皆無のわたしでもさすがにわかる。つい怖気づきそうになるも、勇気を奮い立たせた。

（鷹斗さんは約束を守ってくれたのだもの）

　彼のおかげで藤原商事は救われた。今度は自分が約束を果たす番だ。







４　「やめないで」









　背後でなにかを下ろす音が聞こえて、わたしは肩をびくつかせた。

　振り返ると、リビングのソファに鷹斗さんが荷物を置いている。

　会場のスタッフさんからいただいた花束と、ウエルカムボードやウエディングベアなどが入った大きな紙袋だ。

「荷物ありがとう」

「ああ。それにしても、なかなかいい式だったな」

　鷹斗さんはタキシードの上着を脱いで、ソファの背もたれにかける。タイもほどいてリラックスモードだ。

　わたしはうなずいた。

「うん、緊張したけれどね」

「おまえは人まえに出るのが苦手だもんな」

「逆に鷹斗さんは堂々としていたよね。タキシード姿もかっこよかったし」

「結月も可愛かったよ」

　鷹斗さんは甘い笑みを浮かべる。

「ウエディングドレスもカクテルドレスも、とても似合っていた。綺麗だったよ」

　ストレートに褒められて頬が火照った。どう返していいのかわからなくなり、わたしは冗談めかして言う。

「なら、この部屋でもずっとドレスを着ていればよかったかな」

「それもいいな。でもそのルームウェアも充分可愛いよ」

　またしても褒められて、今度は言葉が出てこない。わたしはますます熱くなる頬をもて余した。

　いまのルームウェアは、胸下切り替えのふんわりしたロングワンピースだ。ちなみにホテルから借り受けたものである。

「風呂、先に入っていいぞ」

　鷹斗さんはソファに腰を下ろした。荷物を整理しはじめる。

「あ、わたしがやるよ」

「いいからゆっくりしてこい」

　わたしは渋々うなずいた。クローゼットからバスタオルとガウンを取り、洗面所に足を運ぶ。

　洗面所とバスルームを区切るのはフレームレスのガラスだ。ブラウンを基調としたカラーリングで、浴槽は円形のジェットバスである。

　体と髪を洗って、湯気のたつ浴槽に身を沈める。熱い湯に包まれると、結婚式の緊張がゆるゆるとほどけた。

　リラックスしたところで、今夜ベッドルームで起こることを想像してみる。しかしなかなかイメージが湧かない。

　具体的に想像できないほうが、逆にいいかもしれない。ヘタに緊張してしまうのを防げるからだ。

　しばらくののち、風呂から出て厚手のガウンを羽織った。髪を軽く乾かしてからリビングに戻る。

　鷹斗さんはノートパソコンをソファに置き、キーボードを忙しなく叩いていた。集中しているらしく、わたしが出てきたことに気づかない。

　仕事をしているのだろうか。わたしは遠慮がちに声をかけた。

「鷹斗さん、お風呂上がったよ」

「ああ、早かったな」

　鷹斗さんは顔を上げた。目が合って、彼の動きがとまる。そのまま無言で見つめられたので、わたしは戸惑った。

「鷹斗さん？」

「──いや、ごめん」

　彼は目をそらしてノートパソコンを閉じた。テーブルに置いて立ち上がる。

「風呂に行ってくる。結月は適当にくつろいでいてくれ。先に寝ていてもいいぞ」

「はい」

　うなずくも、鷹斗さんの言葉に引っかかった。

（先に寝たらダメだよね？）

　訝しく思いながら、わたしは鷹斗さんの広い背中を見送った。

　その後ソファで彼を待ったが、なかなか出てこない。手持ち無沙汰になったわたしは、ドキドキしながらも先に布団に入ることにした。

（電気は消しておいたほうがいいのかな）

　要領がわからない。考えた末、枕もとのリモコンで電気を消した。フロアランプがあたりをほのかに照らしだす。

（なんだか雰囲気が増したような。あ、カーテン開けっぱなし……）

　高層階の大きな窓からは夜景が一望できる。ベッドに寝転がりながら、わたしはなんとなくその景色を眺めていた。

　カーテンを引かなくちゃと思うけれど、体が動かない。

（疲れが溜まっているのだわ）

　まぶたが徐々に重くなってくる。

（寝てはだめ、なのに……）

　──それからどのくらい経っただろう。

　目が覚めたとき、まず目に入ったのは閉められたカーテンだった。

「あれ……？」

　閉めた覚えはないのに。

　ランプが灯るなか、わたしはぼうっとした頭で上体を起こした。

　鷹斗さんはもうお風呂から出たのだろうか。なにげなく横を見て、わたしは仰天した。

「鷹斗さん!?」

　隣に寝転がり寝息を立てているのは、まぎれもなく鷹斗さんだ。ガウン姿で胸のあたりまで布団をかぶっている。

　わたしの声で目が覚めたのか、鷹斗さんはまぶたを震わせた。ゆっくり開いて、こちらを見上げる。

　その気だるげな表情に、どうしてかどきりとした。

「どうした、結月」

　眠たそうな声だ。

「起きたのか？　いま何時だ？」

「ご、ごめんなさい、わたし──」

　慌ててサイドテーブルのデジタル時計を見た。夜中の二時だ。

「寝てしまってごめんなさい。気づいたらこんな時間になっていて」

　ふと鷹斗さんはほほ笑んだ。優しい笑みだ。

「明日……といっても、もう今日か。今日のチェックアウトは夕方の四時に遅らせてもらってる。だから気にせず、好きなだけ寝ていい」

「そ、そうじゃなくて」

　わたしはシーツにぺたんこ座りになり、自分のガウンの裾を握り込んだ。

「そうじゃなくて、その……。今日は鷹斗さんとはじめてすごす夜だから。だからちゃんとしようと思っていたの。でも寝てしまって」

「……。夜は寝るものだよ」

　鷹斗さんは寝返りを打った。わたしに背中を向ける格好だ。

「俺も眠い。もう寝よう」

　わたしは言葉を詰まらせた。やがてじわじわと罪悪感が湧いてくる。

（鷹斗さんは気遣ってくれているのだわ）

　けれどわたしには務めがある。彼の妻としての役目が。

　わたしは意を決した。

　鷹斗さんと共有の布団に肩まで入り、勇気を出して彼の背中に寄り添う。緊張しながら呼びかけた。

「……鷹斗さん」

　返る声はない。寝てしまったのだろうか。わたしはさらにくっついた。

「鷹斗さん、起きて」

　彼のガウンを握って軽く引っ張ると、鷹斗さんがピクリと反応を示した。

　わたしは手を伸ばして、たくましい体を抱き締める。

「ねえ鷹斗さん、お願い。こっちを向いて」

　怖気づいてかすれそうになる声に、がんばって力を込める。

「わたしたち今日夫婦になったのよね。だから夫婦が夜にすることを、一緒にしよう？」

　そのときふいに、彼の体に回していた手をつかまれた。

　息を飲むあいだに、気づいたらわたしはベッドに仰向けにされていた。両手首をシーツに縫いとめられ、鷹斗さんが上から覆いかぶさってくる。

　フロアランプの光を受けて、彼の双眸が揺らいだ。

　たくましい体の重みに、わたしが感じたのは怯えと──胸の高鳴りだ。

「キスさえ一度しかしていないのに」

　低い声で鷹斗さんは言う。

　冷静でいて、奥底に熱情が感じられる声音だった。

「抱けると思うか？」

「それは」

　わたしは動揺した。

　鷹斗さんの言うとおり、わたしたちは地下駐車場での口づけ以来なにもしていない。

　チャペルでのキスは、鷹斗さんの唇が頬にふれただけで終わった。それは事前に鷹斗さんの提案で決まっていたことだから、わたしは素直に受け入れた。

　言葉に詰まっていると、鷹斗さんはやがてため息をつく。

「急ぐ必要はないよ」

　手首の拘束が解かれた。彼が上体を起こしたので、重みがなくなる。

　わたしも慌てて身を起こした。鷹斗さんはこちらを見ないまま、短く言う。

「ソファで寝てくる」

「え？」

　わたしは目を見開いた。

　鷹斗さんがベッドから降りようとするのを見て、心臓が嫌な音を立てる。

（だめ、このままじゃ──）

　わたしはとっさに手を伸ばした。両膝立ちになり、鷹斗さんを背中から抱きとめる。

　彼の身がびくりと強張った。

「っ、結月」

「ごめんなさい、鷹斗さん」

　わたしは必死に言う。

「わたしはキスすらまともにできなくて、だから鷹斗さんがそういうことをしにくいって、わかっているの。女性として未熟だって。でも」

「そういうことじゃない」

　鷹斗さんは慌てたように振り向いた。

「女性として未熟だなんて、そんなこと思ってないよ」

「経験がなくて、知識だって足りないかもしれない。だから教えてほしいの」

　緊張で声がかすれた。

「未熟でごめんなさい。でも、抱いてください」

　鷹斗さんの表情が苦しげに歪んだ。

　彼から返事はなく、わたしは断られたのだと思って落胆した。

（わたしではやっぱりダメなのだわ）

　気持ちがどんどん落ちていく。と、鷹斗さんが言葉なく動いた。

　両肩をつかんでいた手がすべり降りて、わたしの腰に回る。そのまま強く抱き寄せられた。

「鷹斗さ──」

　驚いて開きかけた唇に、彼のそれが押し当てられた。

　深く密着した熱い弾力に、息がとまる。キスされていると自覚した直後、熱く濡れたものが口中にねじ込まれてきた。

「……ッん」

　鷹斗さんの舌だと遅れて認識し、体が強張る。生き物のように蠢くそれに自分の舌を擦り立てられたとき、さらに大きく体が反応した。

　ぞくりとした感覚が、体内に甘い痺れを生じさせる。

　鷹斗さんの舌が、わたしのそれを絡め取った。ぬるぬるとこすり合わされ、かすかな水音が立つ。

（これ、キスなの──？）

　地下駐車場のときとまったく違った。

　鷹斗さんの唇と舌に翻弄され、わたしは彼のガウンを必死につかむ。そうしていないと崩れ落ちてしまいそうだったからだ。実際は鷹斗さんに抱きすくめられていたから、大丈夫だったのだけど。

　口づけながら、鷹斗さんの手が動きはじめた。腰のサイドで縛っていたガウンの紐がほどかれていく。

　わたしは動揺した。

　ガウンのまえ合わせがゆるみ、そこから鷹斗さんの大きな手が侵入してくる。寝るときの習慣で、ブラはつけていなかった。

「ぅ、ん……」

　胸のふくらみをゆっくりと押し包まれて、その感触に肌が震える。男性からこんなふうにふれられたのははじめてだ。

　鷹斗さんがそっとキスをほどいた。

「俺の手、冷たくないか？」

　片方の胸をじっくり揉み立てながら、鷹斗さんが聞いた。彼の声はひどくかすれている。

　わたしは首を振った。むしろ、熱く感じるくらいだ。

「大丈、夫……、ん」

　優しく揉まれるところから、甘い気持ちよさが広がっていく。

　鷹斗さんはこのまま抱いてくれるつもりかもしれない。安堵と緊張が同時に湧き起こる。

「……っ」

　硬い指の腹が、ふいに胸の先端をなぞり上げた。

　小さな電流が体内を走り、快感に体が震える。輪郭を丸くなぞるようにされたのち、やわらかく押しつぶされた。

　その快感に、息が上がった。声にならない声がもれでてしまいそうで、歯を噛み締める。

　それでも先端を指のあいだに挟まれて、くにくにと弄られたら、我慢していた声が出てしまった。

「あ……っん」

　弄られるたびに、肌がざわめいて快感が生じる。無意識に腰が動いてしまう。

「鷹斗、さん」

　たまらず、彼のガウンをつかむ手に力がこもる。

　彼は胸を弄る手はそのままに、もう片方の手を動かした。わたしの肩からガウンを落としたのだ。

　わたしは息を飲んだ。ランプの灯りに、ショーツのみを身につけた体が露わになる。

　恥ずかしさに頬が染まった。

　とっさに引こうとした体を、逆に抱き寄せられる。そのまま視界が回り、シーツの上に押し倒された。

　後頭部が枕に埋まる。のしかかる体のたくましさと、見下ろしてくる端整な面差しに、鼓動が速まった。

　鷹斗さんは男の人なのだ。

　いまさらながら──本当にいまさらなのだが、そう思い知った。

「……綺麗だ」

　わたしの体を見下ろしながら、鷹斗さんがひとり言をこぼすように言う。わたしはどきりとした。

　大きな手が腰を撫で上げ、先ほどふれていた片胸を再度包み込む。

　ゴツゴツした指のあいだから、胸の柔肉が盛り上がっている。そのいやらしさに、わたしは少なからず衝撃を受けた。思わず震える声が出る。

「き、綺麗なんかじゃないわ」

「どうして？」

　鷹斗さんは、陶然とした熱いまなざしで告げた。

「綺麗だよ、とても」

　鼓動が高鳴る。鷹斗さんの端整な面差しが近づき、のしかかる重みが増して、それから唇を重ね合わされた。

　味わうようにじっくりと、濃密なキスを与えられる。同時に胸を揉まれ、先端を刺激されて、わたしはたまらない快感に襲われた。

「ぅん、ん……っ」

「は……」

　絡めた舌をゆっくりほどき、鷹斗さんは唇を離した。

　彼の指が、わたしの乳首をつまんでくりくりと揉み立てる。

「ッあ──」

「痛くないか？」

「痛く、な……、ん、ぁ……っ」

　やむことなく送り込まれる快感に、わたしは小さく喘いだ。

　痛いよりも、むしろ。

「気持ち、いい……」

　無意識に素直な気持ちがこぼれ落ちた。言ってしまったあと、恥ずかしさが込み上げてきて瞳が潤んでしまう。

　言い訳するように、乱れた息の下でささやいた。

「ごめんなさい。こんな感覚、はじめてで……」

「……。くそ」

　なぜか鷹斗さんは小さくうめいた。

「鷹斗さん……？」

「こんなの反則だろ」

　絞りだすように言われて、わたしは戸惑う。

「反則って──」

「お見合いさせなくてよかった」

　鷹斗さんの指がわたしの唇をなぞる。

「こんなに可愛いなんて。だれに見せるのも嫌だ」

　熱情を帯びたささやきに、鼓動が跳ねた。

　彼の手のひらが片胸を下からもち上げる。こんもりと盛り上がったふくらみの先端に、端整な顔を伏せた。

　熱く濡れた舌に、そこを覆われる。そのままぬるぬると舐められて、わたしは息を飲んだ。

「ッ、あ──」

　びくりと腰が震えた。

　じっくりと押しつぶすように、乳首の上を舌が動いていく。気持ちよさにわたしは喘いだ。

「た、かとさん……っ」

　鷹斗さんはもう片方の手で腰を撫でてくる。そのまま下ろしていって、ショーツに手をかけた。

　一枚だけ、この体に残された下着だ。

　わたしは体を小さく震わせる。わずかに走った怯えを、鷹斗さんは見逃さなかったようだ。

「ここでやめるか？」

　一度つかんだショーツの端を、鷹斗さんは手放した。それからゆっくりと腰のあたりを撫でてくる。

　わたしは首を振った。

「やめないで」

「……結月」

「お願い」

　腰にある彼の手のひらに、わたしは自分のそれを重ねる。鷹斗さんの綺麗な双眸が、わたしの瞳に見入っている。

　わたしは再度ささやいた。

「続けてほしいの」

「本当に……おまえは怖いな」

　鷹斗さんは奥歯を噛み締める。

「これ以上煽るな。優しくしたい」

　ゆっくりと口づけられた。

　片方の腕に抱き締められながら、別の手でショーツを脱がされていく。隠すものがなくなり、生まれたままの姿になった。

　たしかに羞恥を感じたが、それよりもゆったりとした口づけや、太ももを撫でるてのひらに意識の大半をもっていかれてしまう。

「あ……っ」

　鷹斗さんの手が、両脚の奥に差し入れられた。

　秘められた箇所にふれられて、わたしの体内でさらなる快感が広がる。割れ目をなぞるように、硬い指先が何度も往復した。

　壊れものにふれるようにするときもあれば、溝に浅く押し込まれることもあった。どうされても気持ちがよくて、わたしはあえかな声を上げてしまう。こんな声を出すのは恥ずかしいのにとめられない。

　どうやらそこは水分を含んでいるらしく、粘性を帯びた水音が細かく立った。そのことも恥ずかしい。鷹斗さんのまえで裸になることより、快感を得ているのに気づかれるほうがよほど羞恥を感じる。

「結月のココ、やわらかいな」

　指先でじっくりとまさぐりながら、鷹斗さんは陶然と告げた。

「呑み込まれそうだ」

「あ、ん……っ」

　これまでよりも深いところに、指が差し込まれた。

　わずかな痛みと、遅れて広がる快感に、わたしは眉を寄せる。

「痛いか？」

「ん……、大丈夫……」

　鷹斗さんの指が、孔の浅いところをゆっくりとかき混ぜる。

　クチュクチュといやらしい水音が聞こえて、官能が高まっていく。

「あ、ア……っ」

　わたしは鷹斗さんのガウンをつかんだ。

　彼は眉を寄せる。

「狭いな」

　おもむろに親指が孔の上部にかかった。そこにふれられた途端、強い快感に打たれる。

「っ、や」

　びくんと腰が震えた。

　鷹斗さんの親指の下には、コリコリした粒があるようだった。そこを彼は何度も撫で回してくる。

　たまらない快感に襲われて、わたしはよりいっそう強く彼のガウンにしがみついた。

　鷹斗さんはなだめるように、もう片方の手でわたしの髪を撫でる。それから孔のなかにあった指を、さらに奥に押し込んできた。

　小さな粒はあいかわらずいじられ続けている。圧迫感と快感で目に涙が滲んだ。

「あ、ん、ん……っ」

　喘ぐわたしを、鷹斗さんの瞳が見下ろしていた。そこにはたしかに情欲の炎があって、わたしの本能を揺さぶってくる。

　体内を進んでいく指が、根もとまで埋められた。突き当たりをやわらかく揉まれて、さらなる快感が襲ってくる。

　同時に外側の小さな粒をコリコリと揉まれた。瞬間、お腹のなかの熱が破裂しそうになって怖くなる。

「や、待っ……」

　とっさに鷹斗さんに訴えた。彼の手がとまる。

「待って。なにか、変なの……っ」

　鷹斗さんは情欲に濡れた瞳でわたしを見つめながら、ぬるりと柔粒を撫でた。わたしは息を詰まらせる。

「ッ──」

「おまえの体は素直で可愛いよ」

　グチュ……と、太く長い指が隘路の往復を再開する。

「ほら……締まった。絡みついてくる」

　彼の低い声が鼓膜を揺らす。潤みきった内壁をこすられる感覚がたまらない。突き当たりをやわらかく揉まれると、もっと悦かった。

「あ、ん……、っ」

「こんなに濡らして。気持ちいいか？」

「ん……、イイ、気持ち、いい……、でも、苦し……」

　潤んだ目で訴えると、愛しげな口づけが頬に押し当てられた。

「一度イかせてやる」

　柔粒への愛撫が強まった。押しつぶすように指の腹で転がされる。隘路を割り開く指にも力強さが増した。

「あぁ……っ！」

　弱いところを的確に暴かれ、巧みな愛撫がくり返される。みだらな水音が大きくなった。下腹の熱がふたたびふくれ上がりはじめる。

　愛撫は執拗にくり返され、やむ気配がない。あまりの快感にわたしは背をしならせる。

「あ、あ、あ……っ！」

　視界が真っ白になり、お腹の熱が弾けた。全身が強張り、小さく跳ねる。

　やがて強張りがほどけ弛緩した。体がぐったりとシーツに沈み込む。

　全力疾走したあとみたいに、呼吸がおさまらない。鷹斗さんの指が体内からゆっくり引き抜かれた。内壁をなぞるその感触にも、わたしの体は反応してしまう。

「ん……っ」

「大丈夫か？」

　濡れた指がわたしの腰をいたわるように撫でている。

　体に力が入らない。

「大丈夫……」

　この言葉を、今夜何度も口にしている気がした。

　鷹斗さんがわたしの額に口づけを落とす。愛しげな仕草に胸が締めつけられた。

　そして思った。これで終わりじゃないと。

「こんなことは、とてもできないと思っていた」

　独白のようなささやきが落ちる。

　その意味をわたしが拾い上げるまえに、鷹斗さんは続けた。

「こんなふうに身を差しだすおまえを……抱くなんて。俺にはできないと思っていたのに」

　言って、鷹斗さんはわたしの唇にキスをした。ゆるやかに深まる口づけに、鼓動が高まっていく。

　口づけながら、彼は自身のガウンや下着を脱ぎ去った。

　たくましい胸板に、わたしの胸が押しつぶされる。両腕に抱きすくめられて、その強靭さに肌が熱くなった。

　やわらかく潤った箇所に、硬くて太いものが押しつけられる。

「っ……」

　わたしは体を強張らせた。強靭な漲りが、愛液を絡めるように上下にこすりつけられる。太い凹凸に敏感な割れ目を嬲られて、快感がみるみる高まった。

「あ、ん……」

「は……、すごいな」

　鷹斗さんは耳もとで色めいた吐息をつく。

「吸いついてくるみたいだ」

「え、なに……？」

「いいよ、なんでもない」

　自嘲ぎみに言って、鷹斗さんはわたしの耳朶に口づける。そのまま舌でしゃぶられて、熱い快感が生じた。

「あ……っ、耳、だめ……」

　それでもねっとりとした愛撫はやまない。鼓膜に近いせいか、いやらしい水音がいっそう大きく聞こえる。

　秘められた箇所を苛む動きもとまらなくて、太い幹で上下にこすられ続ける。柔粒を丸い先端で揉まれるようにされたとき、快感がいっきにふくれ上がった。

「あ……ッ、だめ、またイっ──」

「まだ待て。いい子だから」

　低くささやかれた。達けそうで達けなくて、胸が切なくなる。

「や……鷹斗さん──」

「そんな声で呼ぶな。……理性が飛びそうになる」

　なにかを耐えるような声に、さらに切なさが増してしまう。

　縦すじを愛でていた漲りが、ある一点で動きをとめた。液体の滲む孔に差し込むように、鷹斗さんが腰を動かす。

「っ、──」

　わたしは小さく身じろぎをした。鷹斗さんが愛しげに頬を撫でてくる。

「怖いか？」

　すぐに否定するべきだった。けれど喉が強張ってしまって動いてくれない。

「怯えなくていい。おまえを傷つけたりしないよ」

　彼の瞳はひどく優しく、けれど欲望に染まりきっているようにも見えた。

　唇を一度重ねられ、それからうなじに口づけられる。そこの薄い皮膚は、思ったよりも敏感だった。舐められ、吸いつかれて、快感が背すじを伝いおりる。

　悩ましく喘ぐと、鷹斗さんがさらに腰を突き入れてきた。ずくりと重苦しい剛直が体内にねじ込まれてくる。

「あ──」

　体が震えた。

　割り開かれる痛みと圧迫感に襲われて、息が上がっていく。

　鷹斗さんはわたしの体内にゆっくりと侵入しながら、素肌へのキスをくり返した。彼の唇はうなじから鎖骨に降り、やわらかな胸のふもとを甘く噛んだのちに、ピンと立った先端にたどり着く。

　熱く濡れた口中に全体を包まれ、舌全体でぬるぬると舐められた。たまらない快感に、わたしはさらに喘ぐ。

「あ、んん……ッ」

　吸い上げられたかと思ったら、歯先で静かに噛まれる。痺れるような快感が走り抜け、腰が動いた。

　割開かれる下腹部からは疼痛が起こるにもかかわらず、みだらな気持ちよさは増していく。乳首を吸われながら剛直を押し込まれて、頭のなかが真っ白になっていく。

　やがて鷹斗さんの腰が密着して、熱杭が根もとまで埋め込まれたことを察した。

　鷹斗さんが大きく息をつく。彼の額からは汗が滲んでいた。

「……キツいな」

　つらそうな姿を見て、わたしは朦朧としながらも不安になった。

「ごめん、なさい……。わたしの体、おかしい……？」

「は……、なに言ってる」

　鷹斗さんは眉を寄せたまま、口もとで笑む。

「悦すぎて困るくらいだ。こうしているあいだにも、うねって……絡みついてくる」

　情欲に濡れた瞳で見下ろされ、わたしはどきりとした。大きな手が愛でるように頬を撫でる。

「まるでおまえに甘えられてるみたいだよ。……たまらない」

「あ……っ」

　グチュ……とみだらな水音が立つ。快感にぞくりとした。鷹斗さんが腰を動かしはじめたのだ。

「あ、ん……っ」

「ッ……、結月──」

　熱く口づけられる。鷹斗さんの男っぽさに、これまで見たことがないほどの色香が混じり、動揺してしまう。同時に、隘路を埋め尽くす太い凹凸にわたしは翻弄された。

　敏感すぎる内壁を執拗にこすられる。気持ちよすぎて息が乱れてしまう。

「あ、ア……っ」

　痛みはいつのまにかなくなっていた。鷹斗さんの熱杭は、落ちかかるまで引き抜かれたのちに、最奥までふたたびねじ込まれてくる。

　感じすぎて全身が熱い。わたしに覆いかぶさるたくましい体も、ひどく熱を帯びていた。

　腰の動きがだんだん速まっていく。

　それにつれてこすられる刺激が鋭くなり、快感も増した。重なり合う互いの体が汗ばんでいる。

　胸のふくらみをつかまれ、揉み立てられた。乳首をつままれて扱かれたときには、電流が走ったような官能に襲われた。

「あぁ……っ！」

　両腕を伸ばして、彼の首もとに縋りつく。そうでもしないと快感の嵐に呑まれそうだった。

　彼が激しく腰を突きれるたびに、秘所の柔粒が肌にこすれてさらなる快感を生む。隘路が収縮して、鷹斗さんの昂りをきつく食い締めた。

　そこをさらにこじ開けるように、彼の欲望が力強く押し込まれる。

　何度もそれをくり返され、わたしの思考回路は用をなさなくなった。みだらな快感と、彼のたくましい体しか感じられなくなる。

　やがてふたたび、あの感覚が近づいてきた。熱がふくれ上がって弾けそうになる、焦燥感にも似た感覚だ。

「あ、あ……っ、もう、だめ……っ」

　しがみついて訴えると、荒々しく唇を奪われた。

　粘膜が熱く絡み、舌が口中にねじ込まれる。下腹の隘路では、彼の剛直が欲望のままに律動する。

　どちらも深く体内に入り込まれて、すべてを鷹斗さんに支配されている感覚に陥った。──直後、快感が弾けた。

　足の先まで全身が強張り、ビクビクと震える。内壁がぎゅうっと縮んだ。漲る剛直を締めつけたとき、鷹斗さんが低くうめいた。

「く……っ」

　彼は歯を噛み締めて、眉を寄せた。もうひと突きして、そのまま最奥に留まる。

「は──」

　鷹斗さんはわたしのうなじに顔をうずめ、熱い息を吐いた。力の抜けたわたしは、彼の首もとに回していた両腕をシーツに落とす。

　彼はゆっくりと顔を上げた。脱力するわたしを、濡れた瞳で見下ろしてくる。

「結月……」

　心が震えるほどに、愛情に満ちた声だった。

　鷹斗さんはそのままわたしの唇に口づけた。甘いキスに心が満たされていく。彼の胸の奥に抱き寄せられて、わたしは目を閉じた。







５　新婚生活と熱帯夜









　あの夜からわたしたちは名実共に夫婦となった。

　藤原商事が救われ、憂いは断たれ、この後は平穏な毎日が訪れるであろうと感じていた。

　けれど、新婚生活を送っているうちにひとつの問題が生まれる。

　それは初夜から一か月経っても、二度目の夜の行為がないことだった。

　

　

　新生活は、鷹斗さんの自宅マンションにわたしが移り住む形を取ることになった。

　コンシェルジュが常駐する高級マンションで、鷹斗さんの住まいは三十階。高層のため眺めがよく、開放感がある。

　間取りは広々した２ＬＤＫなので、ふたりで暮らすには充分だ。子供ができて手狭になったら、引っ越すことになるかもしれない。

　家具や家電は、鷹斗さんの提案でほぼ一新することになった。

　使えるものはそのまま置いておけばいいと思ったけれど、冷蔵庫や洗濯機などの家具家電は、ほとんどおひとりさまサイズで揃えているらしい。

　エアコンやラグ、大きなテレビはそのままに、ソファやベッドなどの諸々を真新しくして、わたしたちの生活の場が整った。

　転居作業を無事終えたのが、日曜の夜だ。この夜はヘトヘトに疲れていたので、広いベッドに入って三秒でわたしは寝入ってしまった。

　そして翌月曜日、つまり今朝。

　鳴り響くスマホアラームを手探りでとめて、寝返りを打ちつつ目を開ける。夏の明るい日差しのなか、すぐ隣に端整な寝顔があってびっくりした。

「んー……もう朝か？」

　寝ぼけまなこの鷹斗さんを見るのは、もしかしたらとても貴重かもしれない。

　思わず彼に見入ってしまって質問に答えられずにいると、彼の大きな手がくしゃりとわたしの髪を撫でた。

「なんだよ、じっと見て」

　鷹斗さんはからかうように笑う。

　わたしは頬を赤らめた。

「ごめんなさい。寝起きの鷹斗さんがめずらしくて」

「なんだそれ」

　鷹斗さんは笑って、わたしの髪を指で梳く。そのまま綺麗な瞳でじっと見つめられて、わたしはドキドキした。

「鷹斗さん、そろそろ起きないと」

「ああそうだな。まだ寝てたいところだけど」

　鷹斗さんは布団を剥いで身を起こした。

　おやすみモードの空調を効かせているので、夏といえど快適な室温が保たれている。彼は伸びをしつつ、爽やかに言った。

「今日から仕事だ。起きよう」

　わたしは引き続き、藤原商事で働くことを希望した。

　鷹斗さんももちろん遠坂ケミカルに勤務し、多忙な新生活がはじまっていく。ただし彼の場合は、多忙という言葉では足りないほどの激務だった。

　わたしは定時に帰れる身だが、鷹斗さんは違う。帰宅が夜十時をすぎるのは当たりまえで、帰宅してから夜ごはんを食べたりお風呂に入ったりしていると、十二時近くになった。

　わたしはもともと、十一時にはまぶたが降りてくる体質だ。

　がんばって起きていようと思っても、お風呂に向かう鷹斗さんに「先に寝てろ」と言われるとついつい寝てしまって、気づいたら朝になっている。

　週末になれば時間が作れるだろうと思っていたが、叶わなかった。鷹斗さんが休日出勤で土日共につぶれてしまったからだ。

「留守ばかりでごめんな。いまちょうど繁忙期に入っているんだ」

　申し訳なさそうに言われると、かえって恐縮してしまう。この忙しさは、結婚のためにスケジュールを調整したせいもあるだろうからだ。

「二、三週間くらいしたら落ち着くから」

　その言葉を信じて三週間がすぎた。

　しかし四週目がすぎる頃になっても、事態は一向に変わらない。

　結婚四週目の木曜日。定時に帰宅したわたしは、ふたり分の夜ごはんを作り終えたのち、ソファに座って雑誌をめくっていた。プレママのための雑誌──つまり、妊婦さん向けの情報誌である。

（妊娠検査薬では陰性だったし、気が早いけれど。ちゃんと勉強しなくちゃ）

　誌面には出産体験記のほかに、大きなお腹を抱えたママさんの笑顔、赤ちゃんを抱っこする夫婦の写真などが載せられている。

　みんな幸せそうで、赤ちゃんはとっても可愛い。

（鷹斗さんとの結婚は、妊娠出産ありきで進んだけれど。でも藤原商事を救ってくれたから産むというのは、違う気がするわ）

　そう考えたとき、鷹斗さんの言葉を思いだした。

　──俺はおまえをそんなふうに扱いたくない。

　結婚してほしいと頼んだ地下駐車場で、鷹斗さんはそう言っていた。わたしの身を案じての発言だったが、赤ちゃんに関しても彼は同じことを言う気がする。

（鷹斗さんとの、赤ちゃん──）

　きっととても可愛いだろう。想像しただけでほんわかした気持ちになる。

　わたしは自分自身に苦笑した。

（本当に気が早いな）

　妊娠どころか、子作りも結婚式の夜にしたきりで一か月がすぎようとしているのに。

　一度聞いてみようかな。近いうちにふたりですごす夜の時間を、作ってもらえるかどうかを。

　翌朝、朝食の席でわたしは思いきって尋ねてみた。

「今日は金曜日でしょう？　今夜か土日のどちらかに、ふたりでゆっくりできる時間をとってもらえる？」

　鷹斗さんは、野菜ジュースのグラスをもつ手をとめてわたしを見返した。

　彼の答えをどきどきしながら待っていると、少し考えたのちに鷹斗さんはうなずく。

「……わかった。じゃあ今夜は早めに帰るよ」

　今夜！

　わたしのドキドキがさらに増した。

　この日は仕事が手につかず、太輔叔父さまにお小言をもらってしまった。反省である。

　このような体たらくだったので、帰宅した頃には緊張感が限界まできていた。

　結婚式の夜の心地に戻ったみたいだ。なにしろひと月ぶりなのである。

（わたし、ちゃんとできるかな。前回はどんな感じだったかな……）

　思いだそうとして、途中でやめた。恥ずかしくて頬が熱くなってしまったからだ。

　わたしの帰宅から十五分後、鷹斗さんが帰ってきた。玄関から音がして、落ち着かなくちゃと思うのに動揺してしまう。

　ソファの上で深呼吸していると、鷹斗さんがリビングに顔を出した。

「ただいま、結月。約束どおり早かっただろう？」

　仕事終わりの気だるさをまといつつ、彼はほほ笑んだ。カバンをソファに置き、背もたれに背広をかける。

　胸の鼓動を抑えながらわたしはうなずいた。

「わがまま言ってごめんね。お仕事大丈夫だった？」

「同僚のみんなが俺の夫婦生活を心配していてさ」

　ネクタイをゆるめながら、鷹斗さんは肩をすくめた。

「この残業率じゃ新婚早々奥さんに愛想尽かされるぞって言われたよ。今日だけ定時に帰っていいかと聞いたら、さっさと帰れって追いだされた。残りの仕事はそいつらが引き受けてくれたんだ」

　鷹斗さんの同僚さんはいい人たちのようだ。二年まえのパーティーのとき周りは敵だらけだと言っていた彼だけど、いまはそうではないらしい。

　ほんわかしたエピソードを聞いたので、本来なら肩から力が抜けてもいいだろう。けれど緊張はちっともほどけてくれない。

　ギクシャクしているわたしに気づいたのか、鷹斗さんがふと苦笑した。

「せっかくの金曜だし、夕食は外で食べるか」

　わたしは目を丸くした。

「いまから？」

「夕食の準備はまだだろう？　いつもの居酒屋なんかどうだ。ひさしぶりにふたり飲み会でもしよう」

　そういえばここ四か月、結婚の準備で忙しく、ふたり飲み会はご無沙汰だった。

「ふたり飲み会、したいわ！」

「決まりだな」

　着替える時間が惜しいと言って、鷹斗さんはカッターシャツとスラックス姿のまま出かけることになった。ちなみにわたしは出勤のときと同じ、半袖のサマーニットと膝丈のフレアスカートだ。

　けれどいいのだろうか。飲み屋さんに行くとなると、夜の時間に余裕がなくなる。それでもやはり、ふたり飲み会の誘惑には逆らえなかった。

　いつもの居酒屋までタクシーで三十分ほど。店内はあいかわらず照明が強く、雑然とした喧騒に満ちている。

　店員さんに案内されて、わたしたちは壁に面した横並びのカウンタテーブルについた。ふたりで行くと、この席になることが多い。

　先にビールを頼み、枝豆やタコわさ、から揚げにフライドポテトなど、オーソドックスなものをタブレットから追加注文する。

　乾杯してひと口目を飲むと、快い喉ごしと苦味が最高だった。

「ビール飲んだの、四か月ぶりだわ」

　枝豆をつまみながら、鷹斗さんは笑う。

「結婚式では飲むふりだったからな」

「わたしは少しだけ飲みたいって言ったのに、鷹斗さんがとめるんだもの」

「赤ら顔が写真に残るよりいいだろ？　今夜はゆっくり飲んでくれ」

　いろいろと話すうちに、いつもの調子が戻ってくる。

　二杯目に手を伸ばす頃には、当初の緊張感はすっかり消えていた。結婚まえの気安い間柄に戻った気さえする。

「今日、ここに連れてきてくれてありがとう」

　ほろ酔い気分でわたしは告げた。

「じつはわたし、ずっと緊張していたの。わたしたちはずっとお友達だったのに、突然夫婦になったでしょう？　もちろんわたしが鷹斗さんにむりを言ってお願いした結果なのだけど……」

「むりを言ってなんかいないよ」

　鷹斗さんは首を振った。

「あらためてこれからよろしくな、奥さん」

　鷹斗さんは優しく目を細めた。嬉しくなって、わたしは飲みかけのジョッキで乾杯した。場が和んだところで、聞きなれない男性の声がふいに飛び込んでくる。

「鷹斗じゃないか！　偶然だな」

「稔みのる？」

　鷹斗さんはびっくりした声を上げた。

　振り向くと、スーツ姿の若い男性が三人立っている。そのうちのひとり、稔と呼ばれた彼がわたしに笑いかけた。髪を短く切った、爽やかな青年だ。

「どうも、こんばんは。鷹斗さんの奥さんですよね？」

「はい」

　奥さんと呼ばれて、どぎまぎしてしまう。

　彼は嬉しそうに会釈した。

「僕は山やま崎ざき稔といって、鷹斗さんの同僚です。鷹斗さんにはいつもお世話になっております」

　そこでわたしは思いだした。

　この男性──山崎さん含め、みなさん結婚式に参列してくださった方たちだ。鷹斗さんと仲のよい同期だと聞いている。

　わたしは慌てて立ち上がり、丁寧に頭を下げた。

「こちらこそ、主人がいつもお世話になっております」

「おお、綺麗なお辞儀ですね！　僕たちも見習わなくちゃ」

　明るい笑顔で山崎さんは言う。わたしもつられて笑顔になった。

「山崎さんたちもご夕食ですか？」

「はい、さっき仕事が終わったばかりです」

　わたしは腕時計を見た。夜の八時だ。やはり遠坂ケミカルは残業が多いらしい。

「仕事はだるいですけど、でも今日はがんばれましたよ！　なにしろあの仕事の鬼が、奥さんにお願いされたから早く帰りたいなんて言うものだから。なあ？」

　屈託ない笑顔のまま、山崎さんはふたりの同僚に同意を求める。

　彼らはみんなニコニコ……というか、ニヤニヤしながらわたしのうしろに座っている鷹斗さんを見た。

「そうそう、あの鷹斗が早く帰りたいなんて天変地異のまえぶれかと思ったよ」

「しかもその理由が、奥さんにお願いされたからときた日には」

　鷹斗さんは苦りきった顔だ。

「おまえら、なんで今日に限ってこの居酒屋を使うんだよ」

「めったに使わないんだけど、なんつーか虫の知らせ？　おかげでいいもの見られたよ」

　山崎さんはからかうように言う。

「可愛い奥さんのお願いなら、聞くしかないもんな？」

「稔たちには仕事を代わってもらって感謝してる、ありがとう。ところでおまえらのテーブルはあっちだぞ。ほら、店員が困った顔してる」

「つれないなぁ。奥さんにさっき見せてた笑顔、俺らにもたまには向けてほしいんだけど。ねえ奥さん聞いてくださいよ、ご主人の仕事場での鬼っぷり」

　鷹斗さんは憮然とした様子でわたしの手を引いた。

「座れ、結月。構うことない」

「は、はい」

　言われたとおりに腰を下ろす。すると山崎さんたちはなぜか盛り上がりはじめた。

「えっなに、鷹斗って亭主関白なの？　いまどきやめなって、可愛い奥さんに逃げられたらどうすんのさ」

「だれが亭主関白だ」

　鷹斗さんはいささかムッとしたようだ。眉を寄せながら言う。

「可愛いから大切にしてるだけだろ。妻なんだぞ」

　その言葉に同僚さんたちは目を丸くし、わたしの頬はみるみる赤くなった。

　やがて山崎さんが慄いた声を上げる。

「あの鷹斗がノロけた……」

　ほかのふたりも同じように慄いている。鷹斗さんの耳がほんのり染まった。

「満足したならさっさとテーブルに行けよ」

「いや本当に満足させてもらったよ。ごちそうさま」

　山崎さんは同僚のふたりと共に立ち去ろうとした。と、なにか思いだしたように振り向く。

「そうだ鷹斗。今日おまえが帰ったあとに副社長が来たんだけどさ」

　瞬間、鷹斗さんの雰囲気が鋭くなった。わたしはどきりとする。

「副社長が？」

「おまえを訪ねに来たんだよ。ほら、例の件で──」

「ちょっと待て」

　鷹斗さんは立ち上がった。

「あっちで聞く。結月ごめん、少し待っててくれ」

「はい……」

　鷹斗さんは稔さんたちと連れ立って、あちらのテーブルに行ってしまった。

（お仕事の重要なお話なのかな）

　あちらの席はテーブル三つ分離れている。声は聞こえないが、深刻そうな顔をして話し合っている姿は見えた。

（むりやり時間を作ってもらって、悪いことをしたかもしれないわ）

　わたしは左手の薬指に視線を落とした。シンプルなプラチナの指輪が嵌まっている。結婚指輪は忙しいあいまを縫って、ふたりで選びに行った。

　これはわたしがひと目で気に入ったものだ。これとペアのものが鷹斗さんの薬指にある。

　もしかしたら鷹斗さんと、このまま幸せな家庭を築いていけるかもしれない。結婚が幸せにつながるなんてこと、考えもしなかったけれど。

　そういえば赤ちゃん雑誌で、とある特集が組まれていた。見出しはこうだ。『急増中！　ずっと仲よし、友達夫婦』──。

（恋愛やお見合いよりも、友情で結ばれたほうがじつはうまくいくのかしら）

　浮き足立つような心地でビールを口に含むと、突然肩になにかがぶつかってきた。

　ビールがこぼれそうになり、驚いて見上げる。すぐそこにいたのは三十代半ばくらいの男性だ。

「ああ、ごめんね」

　顔が真っ赤になっていて、千鳥足である。鷹斗さんほど背は高くないが、全体的にがっしりしていて、スポーツでもやっているのだろうかと思われる外見をしている。

　わたしは言った。

「いえ、大丈夫です」

　これでこの男性とのやり取りは済んだと思った。けれど彼は、さらに言葉をかけてくる。

「ひとりで飲んでるの？　若い女の子なのに、危ないなぁ」

「連れがいますので……」

　身を引きぎみにしつつ、わたしは答えた。

　すると男性は、鷹斗さんが座っていた椅子にどかりと腰かけた。わたしはびっくりする。

「恐れ入りますが、そこは連れの席なのです」

「連れって、きみと同じ歳くらいの女の子？　ならお兄サンも混ぜてよ」

　男性は呂律の回らない口調で言う。

　わたしは困り果てた。言葉に迷っていると、男性はこちらに身を乗りだしてくる。品定めするような目つきだ。

「きみ、本当に綺麗な顔してるねぇ」

「いえ、その……」

「名まえ教えてくれない？　連絡先も。今度一緒に飲もうよ」

　男性は酔いに任せた様子でグイグイ迫ってくる。

（ど、どうすればいいの）

　椅子の上で最大限に身を引きつつ、次の行動を考えあぐねた。

　と、ふいに視界に影が差した。背後を振り仰ぐと、鷹斗さんが立っている。

（鷹斗さん、お話が終わったのね）

　わたしはホッとした。彼は男性に向けて紳士的に笑いかける。

「俺の妻になにか？」

　柔和な口調だったが、目は笑っていない。

　鷹斗さんに高い位置から見下ろされて、男性は頬を引き攣らせた。

「あ、ああ、旦那さんがいたんですか。いやいや、女性がひとりでいたものですから心配して……でも大丈夫そうですね、ハハ」

　しどろもどろに言って立ち上がり、この場から去ろうとする。

　わたしは安堵した。すれ違いざまに男性が、忌々しげにつぶやく。

「男がいたのかよ。早く言えよビッチ」

　突然の悪意に息がとまった。

　直後、鷹斗さんが男性の首もとを正面から荒々しくつかみ上げた。男性が短く呻く。鷹斗さんは低い声を出した。

「なにか言ったか？」

「い──いえ、なにも」

　うわずった声で男性は答える。

　鷹斗さんは無造作に彼を突き放した。その後いっさい男性を見ずに、無言で席に座る。

　男性はよろめきながら自分の席に戻っていった。わたしが茫然としてその背中を見送っていると、鷹斗さんが声をかけてくる。

「大丈夫だったか、結月」

　ハッとしてわたしは振り向いた。

「あ、うん。大丈夫──」

「あらためてわかったよ。ほんの少しでもおまえをひとりにできないって」

　深みのある双眸でわたしを見つめながら、片頬に優しくふれてくる。

「おまえは目を引くんだ。……可愛いから」

「そんなこと」

　動揺して頬が熱くなった。すると鷹斗さんは、我に返ったように慌てて手を離す。

「そ──そろそろ帰ろう。タクシーを呼ぶ」

　

　

　店を出た途端ムッとした暑さに襲われた。今夜も熱帯夜のようだ。

　タクシーでマンションに帰りつき、エントランスホールに入る。夜遅いせいかだれもいない。

「ねえ鷹斗さん。さっきみたいに男の人に絡まれたとき、普通なら簡単にあしらえるものなのかしら」

「人によるんじゃないか？」

　エレベーターが到着する。鷹斗さんの手に促されてなかに入った。上昇音だけが聞こえる空間で、彼はわたしを見下ろす。

「おまえがあしらえなくても俺が追い払うよ。心配しなくていい」

「でも鷹斗さんに迷惑をかけてしまうわ」

「なに言ってる」

　言って、鷹斗さんはわたしと手をつないだ。重ねた素肌がほんのり熱い。ほろ酔いだからか現実感がなく、浮き足立つ感覚がする。

「俺が我慢ならないんだ」

　鷹斗さんがポツリとこぼした。わたしは顔を上げる。

「え？」

「おまえに話しかけられたくない。男ならなおさら嫌だ」

　低い声に滲むのは独占欲だ。わたしはどきりとする。

　彼の手が動いて、指同士を絡めるつなぎ方に変わった。同時にエレベーターがとまり、扉が開く。

　わたしたちは手をつないだまま玄関に入った。灯りが自動でつく。靴を脱ぐために手が離れて、ふとさびしさが生まれた。

　まだつないでいたい。ふれていたい。そのような感情が浮かび、わたしは動揺した。パンプスがうまく脱げずに、よろけてしまう。

「っと」

　倒れそうになるのを、鷹斗さんが抱きとめてくれた。片頬がカッターシャツの胸に埋まり、鼓動が音を立てる。

「大丈夫か？」

　腰を抱く力強い腕。顔を上げると、陰影の落ちる端整な面差しに、間近から見下ろされている。

　お礼を言わなければ。

　そう思うのに体が動いてくれない。綺麗な形をした鷹斗さんの目を、吸い寄せられるように見つめてしまう。

　だからわかってしまった。

　彼の瞳が、少しずつ熱を帯びていく様子が。

「結月……」

　うめくように鷹斗さんが呼んで、それからわたしのうしろ頭を大きな手でつかんだ。そのまま固定されて、彼の唇がわたしのそれに熱く重ねられる。

　みだらに濡れた、官能的な感触。一か月ぶりのキスは最初から激しさを帯びていた。

　隙間なく密着し、濡れた唇がこすり合わされる。歯列を強引にこじ開けて、彼の舌が口中にねじ込まれた。

「……ッん」

　くぐもった喘ぎが、重なったところからこぼれる。それを追いかけるように水音も立った。口中を熱くまさぐられる音だ。

　縮こまる舌を捕らえられ、きつく絡められる。こすり立てられるところから、快感が湧き立った。

　激しいキスに脚が震えて立っていられなくなる。それでも鷹斗さんの力強い腕に、腰と後頭部を抱き支えられているので、崩れ落ちずにすんだ。

　鷹斗さんからかすれたつぶやきが滲む。

「……くそ。これじゃあなんのために居酒屋で時間をつぶしたんだか」

　唇を熱く求められながら、壁際に追い込まれていく。背中が当たり、鷹斗さんの片膝が両脚のあいだに割り込んできた。

　腰に回っていた片腕がほどかれ、その手がわたしの胸をサマーニットの上からつかむ。

　びくりと肩が跳ねた。胸のふくらみを大きく揉まれて、みだらな快感が増す。

「ん、ん……っ」

　力の入らない両脚のせいで、鷹斗さんの膝に秘所を押しつける格好になってしまう。

　フレアスカートの内側、ショーツごしにスラックスの固い布に擦られて、たまらない気持ちよさが駆け上がってきた。

　とっさに逃げようとするも、壁と鷹斗さんのたくましい体に挟まれて、身動きが取れない。

　貪るような口づけと、胸を揉み立てる大きな手。秘所をこする太い膝に、わたしは翻弄された。

　ついで彼の指が、薄いニットとブラごしに、胸の先端を探り当てる。キュッとつままれて、わたしの体が震えた。

　鋭い快感が走り、同時に秘所に小刻みの振動を送られる。視界が白く染まり、駆け上がるまで数秒ももたなかった。

「──ッ」

　なにも食んでいない内壁が収縮する。それがわかる。

　全身が張り詰めて、大波に呑まれた。そのあいだも彼の唇と手はわたしを離さなかった。

　背中がしなり、やがて力が失せていく。口づけがやっとほどかれた。ぐったりと、鷹斗さんのたくましい体にもたれかかる。

　互いに息を乱しながらしばらく静止していた。カタンと物音がして、鷹斗さんが動いたのだと知る。

　わたしはそのまま横抱きにされた。彼は足早に廊下を進み、寝室の扉を乱雑に開ける。

　今朝整えておいたベッドに降ろされた。なにを言う暇もなく、鷹斗さんがのしかかってきて唇を塞がれる。

「ぅん……っ」

　絡みつくように口づけられながら、同時にサマーニットをたくし上げられる。ブラのホックを外されて、胸のふくらみが薄暗がりにまろびでた。

　明かりは、開けっぱなしの扉から差し込む照明のみだ。

　ゴツゴツした手がふくらみを揉み立て、指先が先端を刺激する。快感がふたたび戻ってきて、腰が無意識に動いた。

　鷹斗さんのもう片方の手が、ストッキングの上から太ももを熱く撫で回す。そのまま薄い布をショーツごと引きずり下ろした。

　サマーニットとフレアスカートを中途半端に身につけた、半裸の状態だ。わたしは動揺した。

　鷹斗さんの唇が、わたしのそれから離れる。愛でられ尽くしてジンと熱い唇を、わたしはなんとか動かした。

「鷹斗さん、あの、少し待っ……」

　最後まで言わせてもらえなかった。わたしの胸もとに顔を伏せた鷹斗さんが、乳首を口に含んだからだ。

　吸い立てられて、電流のような快感が走りぬけた。

「ああ……っ」

　同時に、太ももを撫でていた手が両脚の奥に伸ばされる。すでに濡れていた襞を指の腹で擦られて、快感が高まった。

　わたしはたまらず、シーツを逆手に握り込む。固くした舌先で乳首を嬲られ、歯先で甘噛みされて、気持ちよさばかりがお腹の奥に溜まっていく。

　やがて長く太い指が、体内に押し込まれてきた。濡れた隘路をこじ開けるようにして、ズブズブと侵入してくる。

　敏感な内壁を擦り上げられて、気持ちよさにどうにかなりそうだった。震えながら喘いでいると、彼の唇が胸から離れた。

「あ……」

　ほっとしたのか、それとも落胆したのか。自分自身がわからなくなる。

　膣孔の内壁を指で撫でながら、鷹斗さんは熱い瞳でわたしを見下ろした。激情を押し殺すような声で聞く。

「結月、おまえ……あとで後悔しないか？」

「え……？」

　濡れた内壁から広がる快感に、とろけてしまいそうだ。

「なに、鷹斗さん……」

「俺に……こんなふうにされて。好きに抱かれて、身内を助けるためとはいえ」

　指の動きは続いている。みだらな水音が立ち、快感に視界が潤む。鷹斗さんはどうしてか苦しげだった。

「とめられないんだ。おまえをまえにすると俺は……いつも俺は」

「鷹斗さん……？」

「おまえがほしくてたまらなくなる」

　どうしてそんなに苦しそうなの？

　わたしは両手を伸ばし、鷹斗さんの頬を包んだ。彼の体がびくりと強張る。

「後悔なんて、してない……幸せだから」

　鷹斗さんはゆっくりと目を見開いた。

「幸せ……？」

　かすれた問いに、わたしはうなずいた。

　鷹斗さんは奥歯を噛み締めてしばらく黙っていたが、やがてわたしの唇に、やわらかく口づけた。

「ん……」

「俺も幸せだよ。……おまえが腕のなかにいるだけで胸がいっぱいになる」

　ささやいて、わたしの髪を愛しげに撫でる。体内に埋めていた指が気持ちいいところを撫で、わたしを溶かした。

　膣孔を行き来する指が、内壁を幾度もこすって快感を生じさせる。外側にある粒をも、別の指の腹で転がされた。

「あ、あ……っ」

「おまえの声は可愛いな。……もっと聞かせてくれ」

「だめ……、あ、ア……っ！」

　敏感すぎる粒をやわらかく押しつぶされて、同時に膣内の奥の膜を指先で抉られた。その快感に抗えるはずもなく、わたしは二度目の絶頂を迎える。

　気持ちよすぎて、鷹斗さんにしがみついた。内壁が彼の指を締めつける。

　それを振りきるように、彼は指を引き抜いた。濡れたそれでわたしの膝をつかみ、両脚を押し広げる。

「や──」

　恥ずかしさに制止の声を上げるも、鷹斗さんを見上げたわたしは息を飲んだ。

　いつのまにか彼はスラックスのまえを広げていた。そこからせりでた太い剛直をつかみ、わたしの両脚の奥に押しつける。

「……ッ」

　グチュ……と水音が滲んで、わたしは身を震わせた。スカートの布の下で、鷹斗さんの欲望がわたしにねじ込まれようとしている。

　期待なのか、怯えなのか。鼓動がひどく乱れはじめた。

「怖いか？」

　熱情にかすれた声で聞かれて、わたしの目が潤む。

「怖く……ない。怖くないわ」

「……大丈夫だよ」

　彼が身をかがめた。優しくて甘いキスが唇に落ちる。

「最初のときに言ったろう？　傷つけたりしないって」

「うん……」

「おいで」

　言って、鷹斗さんは両手でわたしの腰をつかんだ。そのままゆっくりと自身の方に引き寄せていく。

　同時に彼の腰が押し進められて、太い先端がぐぷりと体内に埋まった。

「ん……っ」

「痛いか？」

　息を押し殺すように、鷹斗さんが尋ねる。わたしは首を振った。

　痛くない。それよりも、むしろ。

　鷹斗さんはゆっくりと己をねじ込んでいく。太く固い凹凸に内壁をこすり上げられ、隘路をみっしりと満たされていく感触に、どうしようもなく息が乱れた。

（気持ちいい）

　抱き締めてほしい欲求が湧いて、わたしは無意識に両手を伸ばした。鷹斗さんはそれに応えてくれて、わたしに覆いかぶさり唇に口づける。

　両腕が力強く体に周り、抱きすくめられた。彼の剛直は奥に進み、やがて膣穴は最奥まで埋め尽くされる。

　わたしの頬を愛しげに撫でながら、鷹斗さんはささやいた。

「は……。おまえのなかは、温かいな……」

　ゆるやかに腰を動かして、鷹斗さんがわたしのなかを行き来しはじめる。半ばまで抜き、それから根本まで埋め込んで、最奥をコリコリと刺激した。

　うねるような気持ちよさがお腹の奥に起こる。鷹斗さんの動きは徐々に大きく速くなっていき、それにつれて快感も高まっていった。

「あ、あ……ッ」

　気持ちよさに喘ぐ。こすられ続ける内壁がうねり、鷹斗さんの欲望をきつく締めつける。

「っ、く」

　鷹斗さんがうめき声を歯のあいだからもらした。

　わたしのうなじに顔を埋めて、敏感な肌に吸いつく。熱い舌で嬲られて、次々に快感が弾けた。

「あ、やぁ……っ、もう──」

　激しい腰使いに、水音がいっそうみだらに跳ね落ちる。

　果てが迫った。お腹の奥で快感の凝りがいまにも弾けそうになっている。

　直後、力強く最奥を叩かれた。そのまま突き当たりの膜を抉るようにされて、視界が白く染まる。

　いっきに果てまで駆け上がり、わたしは全身を震わせた。声にならない喘ぎ声を上げて、彼にしがみつく。

　膣壁がこれ以上ないほど鷹斗さんを締めつける。うめき声を噛み殺し、彼は再度わたしの体内を突き上げた。

「──ッ」

　お腹の奥が熱く濡らされる。

　鷹斗さんは広い肩で大きく息をした。汗ばむ体は筋力が漲ってたくましく、ひどく熱い。

「結月……」

　震える声でささやかれる。抱きすくめられたまま唇を求められた。朦朧とした意識のなかで、情熱的なキスを受け入れる。

　どうしてか、泣きたくなった。

　鷹斗さんにこうやって抱き締められて、口づけられることに、泣きたくなるほどの幸せを感じる。

（どうしてこんなに幸せなの）

　疑問が浮かんだ。そして、その答えは胸の奥からじんわりと滲みでてきた。

（ああ、そうか。わたしは）

「好きだ」

　鷹斗さんの声が耳もとに響いた。

　思い詰めたような、かすれた声だった。

「好きだよ、結月」

　熱く抱きすくめられながらその言葉を聞く。わたしの胸に滲んだ答えと、同じ言葉を。

（わたしも──）

　そう伝えようとして、けれどわたしの意識はそこまでもってくれなかった。遠ざかる意識をどうにもできず、わたしはそのまま眠りに落ちた。







６　きみがいる幸せ









　夏の朝日がカーテンの隙間を縫ってベッドに差している。

　目が覚めて、腕のなかに結月がいることに気づき俺は息をとめた。

　彼女はぐっすり眠っていた。健やかな頬に細い髪がかかり、わずかに開いた唇は薄桃色をしている。

　彼女から目を離せず、指先を動かすこともできなかった。昨夜のことが脳内によみがえる。生々しさを伴った記憶に茫然とするしかない。

　──これで二度目だ。

　結婚式の夜も、そして昨夜も、荒々しい衝動に抗いきれなかった。

「なにをしてるんだ、俺は……」

　罪悪感と、自分への失望がつぶやきに混じる。結月を抱いていいのは、彼女が俺を愛してくれるようになってからだ。そうわかっているのに。

　クーラーを強めにかけたまま眠ったせいで、彼女の肩が冷えてしまっていた。毛布を引き上げて体を包んでやる。

　結月のまぶたがわずかに震えたが、目を覚ますことはなかった。今日は土曜だ。できれば起こしたくない。

　そこでふと思いだした。昨夜彼女を抱き締めながら、自分が告げた言葉を。

『好きだよ、結月』

　ほとんど無意識のうちに出た言葉だった。俺はさらなる自己嫌悪に苛まれる。

（はじめての告白が抱きながらだなんて。ありえないだろ）

　捉えようによっては不誠実に聞こえてしまう。行為の真っ最中だったため、結月の耳には入っていないかもしれない。それを祈るしかない。

「ん……」

　結月が身じろぎをした。

　どきりとして彼女を見下ろすと、長いまつげを震わせて可愛い瞳がゆっくりと開かれた。ぼうっとしながらこちらを見上げ、焦点を合わせるように見つめてくる。

「鷹斗さん……」

　ぼんやりとした声で呼ばれて、俺の鼓動が高鳴った。

　やがて結月の頬がほんのり染まる。恥ずかしそうにほほ笑んだ。

「おはようございます」

「……おはよう」

　俺はほとんど見とれながら、うわの空であいさつを返す。

　自己嫌悪まみれの自分はどこへ行ったのか。甘い空気に満たされたベッドの上で、俺はまたしても衝動に負けそうになり、彼女の頬に手を伸ばしかけた。

「鷹斗さん、今日も出勤？」

　結月の言葉に動きがとまる。そういえばそうだった。

　今日は休日だが出社しなければならない。我が社の副社長一派が妙な動きをしはじめているためだ。残業が連日続いているのは、副社長派との派閥争いが激しさを増しているせいである。昨日の居酒屋でも、同僚の稔たちが副社長の動きを気にしていた。

　副社長は生え抜きの四十二歳で、社内外における人員の調整・管理能力に長けた人物だ。堂々とした体躯の野心家で、次期社長にふさわしいのは自分だと公言して憚らない気の強さももち合わせている。

　彼の敵は、次期社長の最有力候補と目されている青二才──つまり俺だ。

　そのため副社長一派は、俺のミスを誘発して瑕疵を作ることに躍起になっている。うっとうしいことに、俺の関わるプロジェクトをじゃましてきたりするので、余計な業務が増えていた。

（味方同士で足を引っ張り合ってどうするんだ）

　どんな大企業でも、あっというまに凋落する時代である。それでも会社の安定と成長は守りとおさなければならない。

　俺には責任がある。伊達に生まれたときから社長の息子をやっているわけではないのだ。

　身を起こして、俺は結月に笑みを向けた。

「ああ、今日も出勤だ。結月はまだ寝ていていいよ」

「ううん、朝ごはん用意するわ」

　結月は慌てて起き上がった。

　そのとき毛布が肩から落ちて、彼女の上半身が露わになる。やわらかそうな輪郭が目に飛び込んできて、俺は絶句した。

「あっ」

　結月は慌てて毛布を引き上げた。頬を真っ赤に染めながら、俺から目をそらす。

「ごめんなさい。そういえばわたし、裸だったわ」

「いや、大丈夫だ。見てない」

　まるきりの嘘をつきながら、俺も彼女から目をそらした。重ねた肌のなめらかな感触がまざまざとよみがえってきて、鼓動が速まる。

　そういえば俺も裸だ。動揺を悟られないように、床に落ちているカッターシャツを拾って適当に羽織った。トランクスも布団のなかで手早く身につける。

「俺は居間にいるよ。先にシャワー浴びてこい」

「──痛いたた」

　ふいに結月が顔をしかめた。ベッドから降りた俺は、慌てて振り返る。

「どうした？」

「筋肉痛かしら。全身が重たいの」

　その言葉にぎくりとした。

　全身が重くなるほど、昨夜はむりをさせてしまったのだろうか。俺は青くなったが、結月は気づいていない様子で首をかしげている。

「週末だからかな。疲れが出てしまったのかもしれないわ」

「……そうだな。今日はゆっくり休んでいるといい」

「でも、わたしも今日は約束があるんだ」

　結月は弾んだ声になる。

「まえに伝えたと思うけど、奈々ちゃんと一緒に葵ちゃんを公園に連れていくの」

「ああ、そういえばそうだったな」

　俺は記憶を引っ張りだした。

〈奈々ちゃん〉とは結月の従姉で、藤原商事の社長の娘だ。〈葵ちゃん〉はさらにその娘である。嬉しそうな結月を見て、俺の口角も自然に上がった。

「楽しんでこいよ」

　毛布を肩のあたりまで引き上げたまま、結月はうなずいた。けれど次に、訝しげに眉を寄せる。

「わたしよりも鷹斗さんのほうが疲れていない？」

　唐突な質問に、俺は数秒黙った。

　疲れていないと言ったら嘘になる。じつを言うと結月と同じで、体全体が重怠い。

　しかしこれは、自己嫌悪の再来を覚悟して言うなら心地いい怠さだ。愛しい女を抱いたあとの、充実感に似た気怠さである。

　俺が答えないせいか、結月の眉間のシワが深まった。

「やっぱり疲れているのね。今日はお仕事休んだほうが──」

「いや、平気だよ」

　俺はすぐさま答えた。

　それでも結月は心配そうだったので、安心させるためにほほ笑む。

「今日は書類仕事だけなんだ。昼頃には終わるよ」

　

　

　休日なのだから当たりまえだが、社内に人はほとんどいなかった。

　俺のデスクがあるフロアは無人で静まり返っている。幸い空調は効いていた。スーツの上着を脱いで適当に椅子にかける。

　パソコンのアプリケーションを立ち上げ、文書をチェックした。ほとんどが副社長一派の上層部から送られてきたものだ。

　厄介なことに秘文書を含むため、セキュリティの観点から社内のネットワークのみでしか開けない。その上で金曜の夜間に送りつけてきて、週明けまでにチェックするよう言いつけてくるのだ。よって俺の休日出勤がめでたく決定するわけである。地味な嫌がらせだ。

　空調の音と、マウスをクリックする音が細かく響く。ディスプレイを流し見ながら、俺はため息をついた。

　体が重い。

　なんだか頭痛もしはじめた気がする。

「……マジか」

　つぶやく声がかすれていた。水分補給をしたほうがいいかもしれないが、喉も痛むのでなにも飲む気がしない。

　まさか本当に風邪か？　頑丈で鳴らしたこの俺が。

　どんどんひどくなる頭痛と戦いながら、半ばやけくそで書類を精読した。疑問点や改善案などの所感を打ち込んで、すべての作業を完了させ、パソコンをシャットダウンする。

　壁かけ時計を見たら正午を回っていた。なんだか無性に結月の顔が見たい。

　──ああでも、結月は今日従姉と約束があると言っていた。帰宅してもだれもいないだろう。

　がっかりしながらスーツの上着を手に立ち上がる。するとめまいがして足がもつれ、デスクにつかまるハメになった。

「なんだよ、これは」

　悪態が口をつく。

　風邪を引かない体質だというのに、結婚した途端体調を崩すなんて。まさか知恵熱か？　冗談だろう。

　こんな状態で車を運転できるだろうか。タクシーを頼んだほうが無難かもしれない。その作業すら、いまの状態だと面倒に感じる……。

　と、そのときスラックスのポケットでスマホが震えた。

　億劫に感じながらも、デスクに腰を預けつつスマホを取りだす。ディスプレイを見て驚いた。結月からの着信だ。

「もしもし結月？」

『鷹斗さん、お仕事終わった？』

　結月の声を聞いたらホッとして体がゆるんだ。ついでに頬もゆるんで、俺は電話ごしにうなずく。

「ああ、いまから帰るところだよ」

「ちょうどよかった。いまタクシーで会社のまえに着いたの」

「え？」

　俺は目を丸くする。結月は優しい声で続けた。

『ここで待ってるから、帰りの支度ができたら降りてきてね。そのまま帰ろう」

「ちょっと待て結月。どうしてここに──それよりもおまえ、奈々さんとの約束は？」

　慌てて聞くと、結月は一拍黙った。

『ええと……奈々ちゃんとの約束は中止になったの。なんとなく、今日は中止にしようって話になって』

　これは嘘だと直感した。言い訳がヘタな上に、声がしどろもどろだ。

　もともと結月は嘘をつけるタチではない。けれどどうしてそんな嘘を──。

『鷹斗さん、声の調子がおかしいよ。やっぱり体調悪いんでしょう？』

　咎めるような口ぶりだ。俺は言葉に詰まる。

「──でもたいしたことは」

『そんなガラガラの声でなにを言っているの』

　結月の声に、呆れまじりの笑みが乗る。

『その調子だと運転するのもつらいでしょう？　待ってるから下に来てね』

「ああ、わかった……」

　俺はつぶやくように返事をした。

　つまり結月は、俺を心配して迎えに来てくれたのだ。楽しみにしていた予定を中止にして。

　

　

　三十八度九分。

　病院の待合室で体温計を見て、結月は大きく眉を寄せた。

「すごい熱じゃない。むりしすぎだよ。下がるまで外出禁止ですからね」

　反論の余地もなく、俺はぼーっとする頭でうなずいた。

　風邪と診断され薬を処方してもらい、タクシーでドラックストアに寄った。結月だけ降りて、スポーツドリンクや栄養補給ゼリー、ひたいを冷やすシートなどを買ってきてくれる。

　それから帰宅し、俺は結月の厳命によってベッドに直行となった。

　スーツからルームウェアに着替えるだけでも、体がつらい。なにやら寒気が襲ってきて、俺は布団に潜り込んだ。

「はい、頭を上げて。氷枕冷たすぎない？」

「ああ、ちょうどいい……」

　結月は甲斐甲斐しく看病をしてくれた。

　体調が悪いと、どうしてか気も弱る。情けない限りだ。

　遮光カーテンが閉められると、部屋が暗くなった。朦朧とした視界に俺は結月を映し続ける。

「ゆっくり寝てね。わたしは居間にいるから、なにかあったら呼んで」

「結月……」

　熱でかすれた声しか出ない。

「どうしたの、鷹斗さん？」

　結月は身をかがめて布団に片手を置き、こちらを覗き込む。俺は無意識に重たい腕を伸ばしていた。華奢な手をゆるく握ると、ひんやりとしたやわらかさにホッとする。

　しばらくののちベッドが軋んだ。結月が腰かけたのだ。

　優しい声が降ってくる。

「眠るまでそばにいようか？」

「……いや、いい。風邪を移したくない」

　結月は苦笑したようだった。それから視界が翳って、頬にやわらかな弾力が押し当てられた。

　そのぬくもりが結月の唇だと気づいたのは、それが離れてからだ。

「おやすみなさい」

　優しい声で告げて、もう片方の手が俺の手に重ねられる。ゆっくりと離れて、結月は寝室から出ていった。

　ベッドが静寂に包まれる。布団にくるまったまま俺は茫然とした。

　こちらの心をどれだけ奪っていく気なんだ、彼女は。








７　契約結婚なのだから









　二日後の月曜日。

　鷹斗さんの熱は下がったけれど、まだ顔色が悪いし食欲は戻っていないようだった。

　だから念のため会社を休むよう勧めた。頑固者の彼は大丈夫だと言って出社しようとしたけれど、わたしの意見を聞いて思いとどまってくれた。

　その意見とは、こうだ。

「鷹斗さん、わたしに風邪を移したくないって言っていたよね？　いま会社に行くと同僚さんたちに移すことになるんだよ？」

　半ば脅したようで申し訳なかったが、鷹斗さんが休んでくれることになったのでわたしは安堵した。

　夜七時に会社から帰ってくると、彼はすっかり元気になっていた。顔色もいいし、食欲も戻っている。

「この三日間いろいろしてくれてありがとう。結月がいてくれてよかった」

　そう言って、鷹斗さんは優しくほほ笑んだ。精悍な顔立ちが和らぐと、いっそう魅力が増して見えて困る。

　次の日、鷹斗さんは元気に出社していった。日常が戻った気分だ。

　出勤のためにパンプスを履いていると、ふいにここで鷹斗さんに抱き締められた記憶がよみがえった。

　どきりとして、思わず動きがとまる。

　あの夜鷹斗さんはわたしを抱きながら、好きだと言ってくれた。でもベッドの上でのことだから、どこまで本気にしていいのか判断がつかない。

（恋愛経験が少しでもあればわかったのかしら）

　わたしは落ち込んだ。先日看病したときのことが、同時に思い出される。

　あのとき鷹斗さんはベッドで寝込んでいた。いつも強気の彼が、心もとなくわたしの手を握ってきたとき、愛おしさが込み上げた。

　そして気づいたら彼の頬にキスをしていた。

（なんて大胆なことをしてしまったの）

　いま思いだしても恥ずかしくて頬が熱くなる。あのようなことをして、鷹斗さんはどう思っただろう。

　その日の仕事を終えて、夕方六時。

　まだ太陽の落ちきらない街路を駅に向かって歩いていると、トートバッグのなかでスマホが鳴った。鷹斗さんからの着信だ。

『突然ごめんな。いま大丈夫か？』

　鷹斗さんの声はめずらしく焦っている。

『俺はまだ仕事なんだが、結月に頼みたいことがあるんだ。申し訳ないけれど、家に置いてある俺のタブレットを会社まで届けにきてくれないか？』

　リビングのテーブルにそれをうっかり置き忘れてきてしまったらしい。一時間半後にはじまるプレゼンに必要だから、困っているとのことだった。

　わたしはふたつ返事でうなずいた。そうして四十分後には、遠坂ケミカルの本社ビルに到着する。きょろきょろしつつ受付ホールのソファに腰かけて、鷹斗さんを待つことにした。

　吹き抜けのホールは先進的なデザインだ。スーツ姿の男女が颯爽と行き交い、ほかのソファでは数組が打ち合わせをしている。

　そういえば、本社のなかに入ったのはこれがはじめてだ。以前は地下駐車場に外から直接入っただけだったから。

　当たりまえかもしれないが、藤原商事とはまったく雰囲気が違う。開放感があり、快活な自信に満ちていて、まるで違う国に迷い込んだかのようだ。

　ソワソワしていると、うしろから声をかけられた。

「あれっ、結月さん？　鷹斗の──遠坂課長の奥さまですよね？」

　びっくりして振り返ると、見知った男性が片手を上げて近づいてくる。

　山崎稔さんだ。居酒屋で会った、鷹斗さんの同期の。

　わたしは立ち上がり、頭を下げた。

「はい、遠坂の家内です。いつも主人がお世話になっております」

「おお、またしても綺麗なお辞儀だ。感動……」

　山崎さんは目をキラキラさせる。

「ところで今日はどういったご用件で？」

「主人の忘れ物を届けに来たのです」

　わたしはタブレットを見せた。山崎さんは笑う。

「遠坂課長がめずらしいミスですね。僕が届けましょうか？」

「ありがとうございます、でも大丈夫です。行き違いになるといけませんし──」

「おやおや、いずこかでお見かけしたご婦人かと思ったら」

　唐突に、別の男性の声が割り入った。機嫌の悪そうな渋めの声だ。

「感心しないね、山崎主任。このような場所で次期社長の奥さまと立ち話とは」

　山崎さんの顔がさっと青くなる。わたしは慌てて振り向いた。そこに立っていたのは堂々とした体格の男性だ。

　歳は四十代半ばだろうか。白いものが混じった髪はうしろにきっちり撫でつけられ、オーダーと思しき立派なスーツを着込んでいる。

　威厳たっぷりのまなざしでわたしと山崎さんを交互に見て、男性はもう一度口を開いた。

「山崎くん。大切なお客さまは、まず応接室にお通しするのがマナーだと思うが？」

　山崎さんの目が一瞬だけ反抗的に光った。けれどすぐに和らいでいつもの笑顔になる。

「そうですね、気が利かなくて申し訳ありません。すぐにご案内します」

「いえ、いいのです。主人にこれを渡したらお暇しますから」

　わたしは恐縮してタブレットを両手に抱えた。

（こちらの男性はたしか、遠坂ケミカルの副社長──）

　お名まえは赤あか石いし武たけ文ふみさんだ。

「ご無沙汰しております、赤石副社長。結婚式の際はご参列いただきありがとうございました」

「いえ、こちらこそ」

　言葉少なに副社長は返した。

（冷たい声だわ）

　敵意もうっすら感じる。どうしてだろう。

　結婚披露宴で各テーブルを回ってあいさつをする際、鷹斗さんが副社長のグラスにワインを注ぐ場面があった。ふたりは互いに笑顔を交わしていたはずだが、じつは仲がよくないのだろうか。

　平静を装いながらも内心で動揺していると、山崎さんが口を開いた。

「副社長はこれからどちらに？」

　友好的な笑顔だが、さっきまでと違ってヒリつくような緊張を感じる。

　副社長は鼻で笑った。

「セントラル商事と打ち合わせだ。忙しい身なんだよ、山崎くんたちのようなお友達チームと違ってな」

　あからさまな侮蔑にわたしは息を飲む。

　副社長の視線がこちらに移った。冷たい目つきだ。

「奥さまはたしか、あの藤原本家のお嬢さんでしたか」

「はい──」

　かろうじてうなずくと、副社長の双眸に嘲りが滲んだ。

「遠坂課長は──ご主人は鼻高々でしたよ。成り上がりの遠坂家にハクがついたのですから当然でしょう。婚姻の見返りはなんでしたかな。──ああ、そうだ」

　足もとから冷えて、凍りついていくようだ。

　副社長はニヤリと笑った。

「藤原商事でしたか。つぶれかけの」

　山崎さんの視線がこちらに向くのを肌で感じる。わたしは少しも動けなかった。

「姫君はお優しいことですな。お身内を救うためとはいえ、うら若き身を自ら差しだすなどそうそうできることではない。それとも野心家の遠坂課長に交換条件を出されましたか。藤原商事を救ってやる代わりに自分に嫁げと──」

「そういう見方はどうかと思いますよ、副社長」

　怒りを含んだ声で山崎さんが口を挟んだ。

「それに藤原商事に関しては、いまでは社益になっています」

「遠坂課長がゴリ押ししただけだろう。この先はわからないぞ」

　副社長は嫌味っぽく笑った。

「では私は忙しいのでこれで失礼する」

　堂々とした足取りで彼はホールを出ていく。わたしは最後までなにも言えないままだった。

　

　

　その後山崎さんからの話で、鷹斗さんと副社長のあいだに権力争いが発生していることを知った。そして藤原商事を救済したことが、鷹斗さんの足を引っ張っていることも。

（でも、だからこその契約婚なのだわ）

　鷹斗さんにデメリットを負ってもらう代わりに、わたしは妻としての役割を果たす。そういう交換条件での結婚だった。だから副社長の言葉は間違っていない。ひとつだけ正すなら、その交換条件を提示したのは鷹斗さんではなくわたしだということだ。

「タブレットありがとう、助かったよ」

　遅れて受付ホールに来た鷹斗さんは、わたしに優しく笑いかけた。

「帰りのタクシーを呼ぶよ。もう少し待っていてくれ」

「電車で帰るから大丈夫だよ」

　笑って遠慮するも、鷹斗さんは首を振った。

「外はもう暗くなってるだろ。タクシーのほうが安全だ」

　スマホを取りだして、彼はタクシーを手配しはじめる。わたしは目を伏せた。

「どうした？　元気ないな」

　鷹斗さんは鋭い。わたしはほほ笑みを返した。

「元気だよ、大丈夫」

　甘えてはいけない。優しくしてもらってばかりではいけない。わたしたちの結婚は、契約なのだから。

　

　

　その夜、鷹斗さんが帰ってきたのは十時すぎだった。

「ただいま、結月」

　若干疲れた様子を見せながら、鷹斗さんがリビングに入ってきた。スーツの上着をソファに放り、タイをゆるめつつこちらに来る。

　わたしはソファから立ち上がった。

「おかえりなさい、鷹斗さん。お風呂沸いてるよ」

「ああ、ありがとう。体調はどうだ？」

　大きな手のひらが片頬に添えられる。わたしはほほ笑んだ。

「さっきも言ったでしょ。大丈夫だよ」

「そうか。……そうだったな」

　親指で頬を撫でながら、彼はわたしを見つめた。数秒の沈黙のあと、唇にやわらかなキスが落ちる。わたしはただ受けとめた。

「……ごめん」

　至近距離で鷹斗さんがつぶやく。

　彼の目は水分を含んで情熱的だ。わたしは小さく聞いた。

「どうして謝るの？」

「断りもなく、してしまったし」

　ささやくように告げてから、鷹斗さんはふたたび唇を重ねてきた。さっきよりも深い。たくましい両腕で抱き寄せられ、体同士が密着する。

　キスの角度が変わり、熱い吐息が絡まった。濡れた舌で唇を舐められて、わたしは肩を震わせる。

「ん……っ」

「結月……」

　唇を貪られるあいまに、狂おしげにささやかれる。

「可愛い……、もっと──」

　必死で彼の熱情を受けとめる。震える指でシャツをつかんだ。立っていられなくて逃げたくなる。同時に彼のたくましい体に身を預け、甘えたくもなる。

（だめ──こんなことじゃ）

　体の芯にぐっと力を込めた。彼を受けとめて、役目を果たす。そのためにはもっとちゃんとしなくては。

　シャツを掴んでいた手で、わたしは彼を抱き締め返そうとする。そのときふいに、鷹斗さんは唇を離した。

「ごめん」

　抱き寄せられていた力がゆるむ。

「明日も仕事だよな。風呂に行ってくるよ。結月は先に寝ていいから」

　わたしは梯子を外された気持ちになって、戸惑った。

「眠たくないわ」

「それでもやっぱり元気がないように見える」

　彼の瞳は熱情に濡れたままだ。

「風邪が流行ってるかもしれない。今夜は早めに休め」

　言いながら、鷹斗さんはゆっくりと腕を離した。

　──彼の役に立たなくてはならないのに。

　廊下に向かおうとする広い背中。わたしは手を伸ばし、鷹斗さんをうしろから抱き締めた。

「っ、結月？」

　鷹斗さんの歩みがとまった。背中ごしに動揺が伝わる。

　たくましい体を抱き締めたまま、わたしは片頬をカッターシャツに押し当てた。

「わたしの心配なんて、しなくてもいい」

　緊張で声がかすれる。

「わたしのことは気にしないで。いつだって自由にしていいんだよ。わたしは鷹斗さんのものだから」

　胸の鼓動が張り詰める。彼のシャツをきゅっと握った。

「鷹斗さんはわたしを助けてくれた。藤原商事を救ってくれた。だからいつでも、好きなときに。わたしを鷹斗さんの好きなようにしてください」

　返ってきたのは沈黙だった。

　時計の音がふたたび鼓膜を打ちはじめる。あまりに沈黙が続くので不安が滲んだ。

　と、大きな手がわたしのそれに重ねられる。続いた声は低かった。

「おまえは俺のものじゃないよ」

　手をほどいて鷹斗さんは振り向く。その瞳には悲しさと優しさがあった。

「そうじゃないんだ。……ごめんな、結月」

「どうして謝るの？」

　胸に浮かんだのは焦りだ。わたしは鷹斗さんのカッターシャツをつかんだ。

「鷹斗さんの役に立ちたいの。鷹斗さんは約束を守ってくれたでしょう？　だからわたしも妻としての役目をちゃんと果たしたいの」

「わかってる。──わかってるよ」

　鷹斗さんは目を伏せた。わたしの手を取り、シャツからそっと外す。

「鷹斗さん？」

　彼はわたしから目をそらしたままつぶやいた。

「頭を冷やしたい。しばらくひとりにしてくれ」







８　もう一度誓い合おう









　リビングのソファでひとり、一睡もできないまま出社した早朝。俺はデスクにカバンを投げ置いて、椅子を引いた。

　結月が寝室から起きてくるまえに家を出たから、一番乗りの出勤だ。

「くそ……」

　デスクに両肘をつき、そのあいだに頭を落とす。

　罪悪感ばかりだ。あのようなセリフを結月に言わせた自分自身に。

『わたしの心配なんて、しなくてもいい』

　あのやわらかな体を、結婚式の夜から数えて二度抱いた。焦がれるようにほっしたのは俺だけで、結月は約束を果たしてくれただけだった。それを俺は十二分にわかっていたのに。

『だからいつでも、好きなときに。わたしを鷹斗さんの好きなようにしてください』

　──どうしたらいい。

「あれっ、鷹斗？」

　ふいに声が投げかけられた。この声は同期の山崎稔だ。

「早すぎない？　俺が一番乗りだと思ってたのに」

「ああ、ちょっとな」

　普通の顔ができなくて、稔から目をそらす。

　稔のデスクは俺の斜めまえだ。彼は立ったままノートパソコンを慌ただしく開いている。

「あったあった、このログだ。よかった、ちゃんと保存されてる」

　ホッと息をついて、稔はやっと椅子に座った。

「昨夜開発との会議で、細かい数字をメモし忘れたんだよ。だからログを早く確認したくてさ」

「それで早朝出勤か」

　暗い気持ちを引きずりつつ、俺は苦笑した。稔はうなずく。

「鷹斗は？」

「俺は──」

　言葉に詰まった。適当な言い訳をつければいいだけなのに、それさえ思いつかない。

　稔は思いだしたように言う。

「そういえばさ、結月さん大丈夫だった？」

「え？」

　虚をつかれて俺は顔を上げた。稔は心配そうな表情だ。

「昨日副社長に結構なこと言われてただろ」

「副社長？」

　心当たりがない。稔はまばたきをした。

「聞いてないの？」

「……なにも」

　嫌な予感が広がる。稔は複雑な表情になった。

「気を使ったのかな。あの子、そういうタイプな感じするし」

「副社長が──赤石が結月になにを言ったんだ？」

　俺はたまらず立ち上がり、詰め寄った。稔は目を泳がせる。

「結月さんが言わないことを俺が言うのも……」

「いいから言え」

　昨日結月は副社長と会っていたのか？　タブレットを届けに来てくれた、あのときか。

「昨夜、結月の様子がおかしかったんだ」

　俺の言葉に稔は眉を寄せる。

「どんなふうに？」

「その……とにかく気になるんだよ。だから教えてくれ」

「そっか」

　ポツリと稔はつぶやいた。それから真剣な表情で俺を見上げる。

「副社長が話してたのは藤原商事のことだよ。鷹斗主導で藤原商事との取引を増やしたことについて、副社長が結月さんにケチつけてきたんだ」

「は……!?」

　なぜいまさらそんな話が出る？

　もう半年近くまえのことだ。たしかに当初は反発も出た。俺が結月と婚約したことを聞きつけた輩が、会社の私物化だと責めてきたこともある。

　正直に言うと、結月との約束がなかったら取引を急がなかった。藤原商事の倒産もやむなしと思ったかもしれない。会社経営はそれだけシビアなものだし、副社長との対立もあり、俺自身が慎重にならざるをえない時期だったからだ。

　三か月ほど時間を要したが、藤原商事との取引は結果的にうまくいった。藤原商事に地力があったからこその結果だ。だからこの件に関して、俺に文句を言う連中はいなくなった。

（けれど副社長一派にとっては、いまだ格好のネタというわけか）

　稔は悔しそうな表情になる。

「ひどいこと言ってたよ。遠坂家は成り上がりだの、結月さんと結婚してハクがついただの。鷹斗は鼻高々になってるって言っててさ」

「……それで、藤原商事のことはなんて？」

　俺は怒りを抑えながら聞く。稔は口ごもったのち、答えた。

「藤原商事を救うために、鷹斗と結婚したんだろうって。若い身でなかなかできることじゃないって。俺、腹が立ったよ。だってそんなのまるで──」

　稔は眉を寄せて、それ以上のことを言わなかった。

　俺は手を握り込んだ。喉もとで感情が暴れて苦しいくらいだ。

「まるで身売りみたいだって？　──俺もそう思ったよ」

　低く声を絞りだす。稔は目を見開いた。

「なに言ってんだよ、鷹斗」

「俺もそう思ったんだ。だから断るべきだった。でもできなかった。軽蔑するだろう？　俺も自分を軽蔑するよ」

　口端が引きつった。引き絞られるように胸が痛い。俺はいま、いったいなにを話しているんだ？　同僚に話すべき話題じゃないのに。

　稔は茫然と俺を見上げていたが、やがてゆっくりと立ち上がった。

「それ本当か？　藤原商事を救う見返りに、結月さんと結婚を？」

「そうだ」

「恋愛結婚というのは嘘だったの？」

「俺がそういうことにしようと提案した。そちらのほうが周りに疑われないからと」

　別のだれかがしゃべっているようだ。自分の声がひどく遠い。

「……そうか。わかった」

　稔は目をすがめた。軽蔑されたと俺は思った。

　ひと呼吸置いて、唐突に、左頬にばちんと熱い痛みが走る。

　俺は目を見開いた。平手打ちした右手をぶらぶらさせながら、稔は顔をしかめる。

「打つほうも痛いって本当だな」

　ジンジンとした痛みを頬に感じながら、俺は茫然と稔を見た。稔は笑って肩をすくめる。

「殴ってほしそうだったから、やってあげた。礼はいらないよ」

「は……？」

「まえにさ、居酒屋で会っただろ？　鷹斗が結月さんといるときに、偶然」

　そういえばそんなこともあった。

　俺は突っ立ったまま、ぎこちなくうなずく。

「……ああ。会ったな」

「そのとき俺、嬉しかったんだ。鷹斗が結月さんを、本当に大切に思ってることが伝わってきたから」

　俺は虚を突かれた。稔は笑う。

「友達が幸せそうだと、自分も幸せになれるだろ。だからまたノロけ話聞かせてくれよな」

「稔……」

　胸が詰まった。熱い感情が込み上げてくる。

　見返りありきの結婚だった。藤原商事の危機がなければ、成立することのない結婚だった。

「結月さんも、鷹斗のことを大切に思ってるよ。見てたらわかる。だれでもわかるよ。ダダもれなんだよ、キミたち。こっちはお腹いっぱいだっつーの」

　冗談めかして稔が言う。

　ふいに、結月の声がよみがえった。

『後悔なんて、してない……幸せだから』

　俺の腕のなかで、彼女が口にした言葉だ。

　この言葉がどれほど嬉しかったか。

　不可抗力で目頭が熱くなり、俺は稔から目をそらした。なんとかこらえたけれど、胸のなかがまだ熱い。

「今日、残業なしで帰りたいなら協力するけど？」

　茶化す口調で稔が言う。

　気を取りなおし、俺は稔と目を合わせた。

「ありがとう、恩に着るよ」

「お安い御用」

「ついでにもうひとつ頼みがあるんだ。──副社長のことで」

　稔は口端で笑った。

「了解、なんでも言って」

　藤原商事をネタにして俺を悪く言うまでは、まだいい。けれど結月を傷つけたことに関しては許せない。

　

　

　最悪の精神状態でなんとか仕事を終えて、わたしは家に帰り着いた。

　玄関扉がいつもより重たい。廊下を抜けてリビングに入り、ソファにカバンを置いて、ついでに自分も横になる。

「疲れたな……」

　無意識につぶやきが落ちた。

　いつまでも寝転がっていると、服がシワになってしまう。そう思ってもなかなか体が動かない。

　鷹斗さんはいつ帰ってくるのだろう。

（早く帰ってきてほしいけど……顔を合わせづらいな）

　昨夜ベッドのなかで、朝の六時半に鷹斗さんが出勤する物音を聞いた。いつもの出勤より一時間早い。鷹斗さんから避けられているのだ。そのことにまた傷ついて、ベッドのなかでわたしはさらに落ち込んだ。

　再度ため息をついたのち、わたしはノロノロと起き上がる。

　夜ごはんを作らないといけない。鷹斗さんは今日も残業だろうか。ごはんは家で食べてくれるのか……。

　座ったまま手を伸ばして、カバンからスマホを取りだす。鷹斗さんからメッセージが届いていて、どきりとした。

『今日は残業なしで帰るよ。夕飯は俺が買って帰るから、待ってて』

　残業なし。

　その文字列に体が固まった。あと三十分もすれば鷹斗さんが帰ってきてしまう。

　とたんに速まった鼓動を、わたしはもて余した。まだ心の準備ができていない。なぜなら昨夜と同じことをくり返してはいけないからだ。でもそのためにはどうすればいいのか……。

　と、ふいにテーブルの上でスマホが鳴った。鷹斗さんかと思ってドキドキしながら確認すると、奈々ちゃんからの着信だった。

　ほっとしたようで、肩透かしを食らったようでもある。電話に出ると、奈々ちゃんは焦っている様子だった。

　曰く、明後日の出張用に善昌さんのスーツケースを出したら、角が割れていて使えなくなっていたとのこと。だからわたしのものを貸してほしいと頼まれた。

　ふたつ返事でオーケーして、明日会社にもっていくことになった。奈々ちゃんは育休中だけど、会社の昼休みの時間に取りに来てくれるらしい。

　通話を切り、寝室のクローゼットを開けて、最上段にあるスーツケースにわたしは手を伸ばした。が、五センチほど届かない。ぎりぎりまで背伸びして、スーツケースの取っ手をやっとつかんだとき、玄関のほうから物音がした。

　どきりとする。鷹斗さんだ。

　動揺で手もとがおろそかになる。そのせいでスーツケースを落としてしまった。

　大きな音がして、ケースが床にぶつかる。わたしは慌ててそれをもち上げ、壊れていないか確認した。

「おい、どうした!?」

　寝室のドアが勢いよく開く。スーツ姿の鷹斗さんが、焦った様子で駆け寄ってきた。

　わたしは床にしゃがみ込んだまま、急いで顔を上げた。

「ごめんなさい鷹斗さん、これを落としてしまって──」

「怪我は？」

　床に片膝をつき、真剣な表情で鷹斗さんが聞く。わたしは首を振った。

「大丈夫。でもどうしよう、床に傷がついてしまったわ」

　鷹斗さんは安堵の息をついた。

「床なんてどうでもいい。結月に怪我がなくてよかった」

　鷹斗さんの優しさに胸が高鳴る。

　と、彼はいまはじめて気づいたようにスーツケースを見た。

「これは？」

「急に必要になったの」

　答えると、鷹斗さんの顔色がなぜか青くなった。

「必要になったって、まさか」

　わたしは奈々ちゃんに頼まれたことを説明しようとした。けれどそのまえに、鷹斗さんの両手がガシッとわたしの肩をつかんだ。

　わたしはびっくりして、まばたきをする。

「鷹斗さん？」

「この家を出るつもりか!?」

　予想外の質問に、わたしは言葉に詰まった。すると鷹斗さんの顔色がいっそう悪くなっていく。

「荷物をまとめて実家に帰るつもりなのか？」

「ええと、あの、鷹斗さん──」

「昨夜のことは完全に俺が悪い。謝るよ、本当にすまなかった。副社長には、もう二度と結月のまえに姿を現さないようにきつく言っておいたから、もう大丈夫だ」

　その言葉にわたしは目を丸くした。

「副社長？」

「ああ、稔から聞いたんだ。会社で声をかけられたんだろう？」

　鷹斗さんは真剣な表情だ。

「すまない、俺の落ち度だ。……傷つけてごめん」

　つらそうに眉を寄せて、鷹斗さんはわたしを見つめる。彼の言葉や謝罪よりも、感情のたくさんこもった声やまなざしに、わたしは胸を打たれた。

　鷹斗さんの手のひらがわたしの髪を撫でる。

「追い詰めてごめん。……ごめんな、結月」

　大きな手が優しくて、胸がいっぱいになる。熱いものが込み上げてきて、わたしはとっさに鷹斗さんから目をそらした。

「結月……」

　落ち込んだ声が耳に落ちる。髪から彼の手が離れて、わたしはハッとして顔を上げた。

　直後、力強い両腕に抱きすくめられる。

「お願いだ」

　低くかすれた声が耳もとにふれる。鼓動が大きく波打った。

「なんでもする。どんなことだって、おまえのためなら。だからそばにいてくれ」

　喉の奥から絞りだすような声だった。こんな鷹斗さんははじめてで、わたしは言葉を失う。

「おまえが好きだ。どうにもならないくらい、結月が好きだよ」

　体が震えた。

　鷹斗さんの声が熱を帯びて、胸のなかに染み込んでくる。強く抱き締めてくる両腕と、情熱的な言葉。わたしは手を伸ばして彼を抱き締め返した。

　鷹斗さんの体がびくりと強張る。

　伝えなければ。鷹斗さんに一番伝えたいことを。

「わたしも好き」

　両腕に力をこめる。

「鷹斗さんが大好き。だからどこにも行かないよ」

　

　

　日はもう落ちただろうか。

　遮光カーテンに遮られて外が見えない。

　光源はベッドサイドのランプのみだ。寝室には濃密な空気がこもり、粘性のある水音とベッドの軋む音が立っている。

　鷹斗さんの手によって、わたしは一糸まとわぬ姿にされていた。

　同じく裸になった鷹斗さんが、上から覆いかぶさるように唇に深く口づけている。

「ん……っ」

　熱く濡れた舌に口腔内を蹂躙され、くぐもった喘ぎがもれる。

　舌を絡め取られ、こすり合わせながら引き出されて、彼の歯先で甘く噛まれた。ゾクゾクとした快感が背すじを走り抜け、無意識に腰が動く。

　彼の片手は、わたしの両脚の奥に入り込んでいた。

　充分に濡らされた場所を、巧みに動く指で上下に擦られ、トロトロに溶かされている。鋭敏な粘膜を丹念になぞられるのが、とても悦かった。

　キスのあいまに、鷹斗さんは甘くささやく。

「あいかわらず濡れやすいな。……俺の指がとろけそうだ」

「や……」

　恥ずかしくて頬が熱くなった。身をよじって逃げようとするも、上からやわらかく押さえつけられてしまう。

「感じやすくて可愛いと言ったんだよ」

「そんなの、恥ずかしい」

「その潤んだ目も可愛い。声も──、もっと聞かせてくれ」

　ふくれた柔粒を指の腹で転がされる。あまりの気持ちよさに喘ぐと、別の指が体内に侵入してきた。

「あぁ……ッ」

　充分に潤った襞をじっくりとこすり上げられ、熱い快感が広がる。

　根もとまで埋め込まれた彼の指は、感じる箇所を的確に暴いた。突き当たりを抉るようにされて、腰が震える。

「結月──」

　愛しげに呼ばれて、唇を塞がれた。深く情熱的なキスに官能を刺激される。

「ぅん……っ」

　つたない指で鷹斗さんの腕をつかんだ。筋肉の隆起する固い感触。汗ばんだ肌が、彼の熱情を伝えてくる。

　唇がキスから解放され、乱れた息が弾んだ。潤った下肢の奥を愛撫しながら、鷹斗さんの唇がわたしの胸もとに移っていく。

　素肌に口づけられては軽く吸われ、赤い花が散った。片手で胸のふくらみをもち上げられ、先端を口内に含まれる。

　熱く濡れた舌で転がされ、同時に秘所の奥を指でかき混ぜられた。快感がふくれ上がり、いっきに高みまで駆け上がる。

「ああ……っ」

　背が大きくしなった。官能が体を突き抜けて、頭のなかが真っ白になる。

　そのような状態だというのに、鷹斗さんは愛撫をやめない。胸の先端を甘噛みされながら、下肢にある鋭敏な粒を押しつぶされて、わたしはさらなる大波にさらわれた。

「や、あ、ぁ……ッ」

　たくましい体にしがみつき、全身を苛む快感に翻弄される。

　連続して達したのち、鷹斗さんはわたしの胸をやっと解放した。顔を上げ、そのまま唇に熱く口づけてくる。

「ん……」

「ずっとこうして、おまえを啼かせていたいな」

　鷹斗さんは陶然とささやく。彼の指はまだ体内に埋められたままだ。わたしは弱々しく首を振った。

「だめ、そんなの……」

「全部俺のものにしたい。愛してる、結月──」

　ふたたび唇を塞がれる。舌を使った濃密なキスに、訳もわからず意識がとろけていく。

　埋められていた指が動きはじめ、弱い箇所をこすり立ててきた。その快感と、量を増した水音に追い詰められる。

「だめ、も……、ぁ、ああ……っ！」

　びくんと体が大きく波打った。快感が全身を貫く。濡れきった内壁が甘えるように蠢いて彼の指を食い締め、愉悦を貪った。

「上手だよ、結月」

　甘くささやいて、鷹斗さんはわたしの体内から指を引き抜いた。代わりにあてがわれたのは、太く硬い熱塊だ。

「あ……」

　体が震える。

　先端で上下に擦られて、ゾクゾクした快感が駆け上ってくる。同時に緊張で身が強張った。

　鷹斗さんを受け入れるのは、これで三回目だ。

　最初はただ必死だった。二度目は熱い想いに押し流されるようにして、つながり合ったように思う。

　そしていまは。

「結月」

　熱くかすれた声でささやいて、鷹斗さんが見下ろしてくる。愛欲に濡れた双眸が、ランプの照り返しで光っていた。

「好きだよ、結月」

　心のこもった低いささやきに、わたしも想いを返す。

「わたしも、鷹斗さんが好き──」

　彼の瞳にさらなる熱情がこもった。

　直後、太く漲る欲望が濡れた隘路をずくりと割り開いてくる。

「あ……っ」

　強い圧迫と硬い質量がねじ込まれる感覚に、全身が震えた。

　たくましい両腕がわたしの体に回り、抱きすくめられる。同時に腰が力強く押し進められ、潤った蜜孔をみっしりと満たしていく。

　固い凹凸に隙間なくこすり上げられる箇所から、みだらな快感が湧き立った。彼に抱きすくめられながら、体内を貪られていくような心地がする。

　漲りの先端が、やがて最奥に行き着いた。

　大きな塊を根もとまで埋められて、息苦しさと悦楽の両方に追い詰められる。

「ん……、っ」

「大丈夫か？」

　大きな手のひらで片頬を包まれた。

　潤む視界に鷹斗さんの端整な面差しが映る。彼の双眸は情欲に侵されていたが、そのなかにいたわりの感情も垣間見えた。

「痛くないか？」

　優しい声だ。胸が締めつけられ、熱い想いに満たされていく。

「鷹斗さん」

　両腕を彼の首もとに回し、そっと引き寄せた。降りてきた唇に自ら口づける。

　間近にある彼の目が見開かれた。重なり合った箇所は熱く濡れて、官能的な感触が返る。

　生まれてはじめての口づけも、自分からだった。地下駐車場の車のなかで鷹斗さんと唇を重ねた。

　あのときはただ必死だった。いまも余裕はないけれど、この胸にはたしかな想いがある。

　わたしは目を閉じ、角度を変えて、鷹斗さんの唇をさらに求めた。

　そうすると、鷹斗さんも徐々に応えてくれるようになった。わたしの両頬を手のひらで挟むようにして、深く濃密な口づけを返される。

　主導権はやがて、鷹斗さんに移っていった。

　舌をねじ込まれて口腔内を侵される一方で、下腹に埋められた漲りが、じっくりと行き来をしはじめる。

　こすられる濡れ襞から、みだらな快感が広がった。

　深く重なる唇からも、貫かれる下肢からも濃密な水音が立つ。

「んん……っ」

　最奥を打つスピードが上がり、抽挿が激しくなっていく。快感も増して、乱れた息が酸素を求めた。唇が解放され、その直後体内の突き当たりを穿たれる。快感がいっきに弾けた。

　視界が白く染まり、意識が高みに駆け上がる。

　膣壁が締まり、彼をきつく食い締めるのがわかった。その隘路をこじ開けるように、鷹斗さんは腰を押し込んでくる。

「ああ……ッ！」

　さらなる快感に呑まれて彼にしがみついた。

　手の下で、彼の背の筋力が張り詰める。耳もとで低くうなる声がした。たくましい両腕にいっそう強く抱き締められる。

　再度鋭くひと突きされて、全身が快感に震えた。連続で達して頭が真っ白になり、なにもわからなくなる。

　鷹斗さんは腕の力をゆるめた。震える息をつき、わたしの髪にふれる。

「結月……」

　かすれた声が色香に満ちて、わたしの肌を撫でる。名まえを呼ばれただけで胸が締めつけられるなんて、信じられない。

　鷹斗さんは身じろぎをして、わたしのなかから自身を抜いた。熱量の塊が出ていく感触は、満ち足りていつつもどこか切ない。

　彼はわたしに覆いかぶさり口づけた。とろけるようなキスに、うっとりしてしまう。

　甘いひとときにしばらく揺蕩っていると、ささやくように鷹斗さんが口を開いた。

「いまさらだが……シャワーも浴びずにがっついてごめん」

　わたしを見つめる瞳は恋情に満ちている。

「いまからどうする？　先に風呂に行くか？」

「どうしよう……」

　体に力が入らない。鷹斗さんはわたしの髪に指を絡めた。

「疲れているだろうし、先に風呂に入ってこい」

　わたしはうなずいた。鷹斗さんは上からどいて、シーツの上にあぐらをかく。

　腰から下は布団に隠れているが、たくましい腹筋や胸板は剥きだしになっていた。あらためて見てみると、男らしさにどきりとしてしまう。

　慌てて目をそらして、胸もとをブランケットで隠しながらわたしは床に両足をつけた。

「じゃあ行ってくるね」

　そのまま立ち上がろうとしたとき、唐突にうしろからたくましい両腕が巻きついてきた。

　グッと抱き寄せられて、背中が固い胸板にぶつかる。わたしは面食らった。

「鷹斗さ──、っ」

　顎に彼の手がかかり、強引にうしろを向かされる。唇を塞がれた。

　熱い唇が押し当てられて、わたしは目を見開く。間近に鷹斗さんの伏せられたまつげがあって、それからわずかに唇が離れた。

「ごめん」

　かすれた声で短く言って、わたしが返事をするより先に、鷹斗さんはふたたび口づけてきた。

　深く貪るようなキスだ。わたしは混乱して身じろぎする。けれど、強靭な両腕はびくともしない。

　胸もとを隠していたブランケットが、彼の手によって落とされる。露わになった片方のふくらみを、手のひらで覆われた。

「ぅん……ッ」

　びくりと体が震える。

　素肌にふれられた手と、背中に当たる胸板が熱い。

「やっぱりまだ、放したくない」

　キスのあいまにささやかれて、鼓動が跳ねた。

　余裕のない声だ。

「今夜はむりだ。離れられない」

　彼の指が胸のふくらみに沈む。揉まれながら唇を塞がれ、熱く濡れた舌が口内にねじ込まれてくる。

　舌を絡め取られ、こすり合わされて、体の奥に火が灯った。胸の先端をカサついた指の腹で擦り上げられ、みだらな快感がふたたび戻ってくる。

　わたしは混乱した。

　ついさっきしたばかりだというのに、どうしてまた？

　彼の手が顎から離れた。キスから解放されたが、その手がお腹をすべり降りて両脚の奥にねじ込まれてきたため、わたしは動揺する。

「鷹斗さ──、っあ」

　彼の指が割れ目を開くように、粘膜を擦りつけた。ビリッとした快感が駆け上ってきて、体が強張る。

　気づけば鷹斗さんは、ベッドの端に腰かけていた。わたしは彼の両脚のあいだに座らされ、背後から抱き締めてくる彼に自由を奪われている状態だ。

　割れ目を上下する彼の指から、みだらな水音が立つ。高まる快感とたっぷりした水音に、動揺がさらに増した。

　秘所の溝を浅くかき混ぜながら、鷹斗さんがかすれた声で言う。

「俺のとおまえのとでぐちゃぐちゃだ。……いやらしいな」

　悦楽の源を見下ろせば、秘められた場所を男らしい指で弄られている様子が見える。

「や──」

　恥ずかしさに頬が熱く上気して、わたしは逃げようとした。けれど鷹斗さんの力が強くて動けない。

　彼からこんなふうにむり強いされたことはなかった。混乱と快楽の板挟みになり、息が熱く乱れていく。

　秘所を撫でつけていた指が、ふいに体内に押し込まれてきた。太く長い指を、おそらくは二本、根もとまで埋められる。

　水音を立てながら抜き差しされて、敏感な襞を刺激される感触に、強い悦楽が生じた。

「あ……！」

　全身が震えて、達しそうになる。その直前で指が引き抜かれた。うしろから耳もとで、鷹斗さんが告げる。

「まだイくな」

　わたしが息をとめると、腰を抱え上げられた。そのまま真下に落とされて、濡れきった膣孔を太く硬い剛直に貫かれる。

「ああ……っ！」

　衝撃に視界がまたたいた。経験したことのない深さまで熱塊が埋め込まれ、わたしは絶頂に押し上げられる。

　膣壁が蠢動し、鷹斗さんを締めつけた。うしろから抱きすくめながら、彼は低くうめく。

「……ッ、結月」

「あ、……だめ……っ」

　最奥にとどまったまま、先端で突き当たりを押し回される。そこはわたしにとって最も弱い場所だ。

　長大な熱杭で隘路を満たされ、グシュグシュとみだらな音が立って、たちまち快感に呑み込まれる。

「あ、ん、ん……ッ」

「気持ちいいか？」

「ん……、気持ち、イイ……っ、あ、あぁ……っ！」

　体が小刻みに震え、肌が悦楽に張り詰めた。わたしに巻きついている強靭な両腕は、胸のふくらみを揉みしだく一方で、つながり合った秘所へと伸ばされる。

　凶悪な欲望を咥え込んでいる箇所の、少し上。これまでの愛撫でふくらみきった柔粒を、彼の指がとらえた。

　つまむように押しつぶされ、爪の先で引っ掻かれた直後、わたしは絶頂に上り詰めた。

「ああぁ……ッ！」

　体が跳ねて、背がしなる。気持ちよすぎておかしくなりそうだった。

　彼を食んだ膣肉が収縮して、熱塊を引き絞る。鷹斗さんの体がびくりと震えて、うなじに熱い息がかかった。

「は──、すごいな」

　欲望の滴る声だ。彼は動きをとめ、内壁を味わっている。

「中毒になりそうだ」

　鷹斗さんはまだ果てていない。強靭な漲りは衰えないまま、わたしに埋められている。その力強さに肌がふたたび熱を帯びてきた。お腹の奥が切なくなり、腰が自然と動きそうになる。

　それでも彼は動かないままだ。たまらなくなって、わたしは潤む瞳で鷹斗さんを見上げた。

「鷹斗、さん──」

「ん？　……ああ、そうか」

　色香の孕むまなざしで、鷹斗さんはほほ笑む。

「おまえのなかがいやらしく動きはじめた。可愛いおねだりだな」

「ん……、あ、も……おねが、い」

　濡れそぼる内壁だけでなく、腰までが動いてしまう。鷹斗さんは愛しげに髪を撫でた。

「おまえ、自分がどれだけ可愛いかわかってないだろ」

　甘く唇を塞がれる。鷹斗さんが腰を押し回し、わたしの体内をぐしゅりとかき混ぜた。

「ぅん……ッ」

　すぐに快感に火がつき、体が熱くなる。

　彼の手が胸のふくらみをつかみ、色づく先端を指で刺激した。膣孔をかき回す動きはやがて、大きく突き上げるものに変わる。

　水音に比して快感が高まっていく。鷹斗さんの膝の上で、わたしは愉悦に身悶えた。乳首を嬲る手とは反対の指が、秘所のつなぎ目に降ろされる。ふくれ上がった鋭敏な柔粒をぬるりと撫で上げた。

「あ……！」

　鋭い快感に貫かれ、わたしは体を震わせる。敏感すぎる粒を指の腹で転がされ、押しつぶされた。

　弱い箇所をいくつも責められて、わたしはひとたまりもなく絶頂に達した。彼の硬く太い欲望を内壁がぎゅうっと締めつける。

「ッ──」

　耳もとで鷹斗さんは息を飲んだ。その上でさらに腰を跳ねさせ、達して震える膣内を幾度も貪っていく

「や、ぁぁ……ッ！」

　鷹斗さんの強靭な力になすすべもなく、わたしは快楽に溺れた。彼の上で何度も達し、意識が熱く昂揚していく。ひと際強く最奥を叩かれて、思考が霧散した。

　鷹斗さんが低くうめいた。引き絞った隘路のなかが、彼の欲望で熱く濡らされる心地がする。

「結月……、こっち向け」

　狂おしく唇を塞がれる。深く求められて舌を絡めたのち、わたしはふたたびベッドに押し倒された。

　仰向けではなく、うつ伏せの状態だ。

「鷹斗さ……？　ッ、あ」

　肩ごしに振り返った途端、両手で腰をつかまれて引き上げられた。

「まだだ。まだ全然足りない」

　彼の熱い声が背に落ちる。ズンと太い衝撃にうしろから貫かれ、全身が強張った。

　シーツの上で両膝立ちになった彼が、快感でひくつく膣孔に、自身の欲望を容赦なく押し込んだのだ。さっきまでより鋭い角度で、奥深くまで咥え込まされていく。

「あ、ア……っ！」

　喉が震えた。抵抗するすべもなく、津波のような快感が襲いかかってくる。

　幾度も達した体はあっというまに屈し、鷹斗さんが流し込んでくるみだらな悦楽に押し流された。

　抱え上げられた腰に、彼のそれが激しくぶつかる。幾度も抜き差しされて、最奥を抉るように突かれた。

　両手の指がシーツを握り込み、押しつけた右頬がシーツをこする。

　気持ちよすぎて、もうなにもわからない。

　ベッドの軋みと、互いの熱い息遣い。水音と、肌のぶつかり合う音が絡んで、室内の温度が上がっていく。

「あ、あ、……っもう、だめ、もう……ッ」

「結月……っ」

　彼の瞳に余裕はなく、愛欲に濡れ光り、凄絶に色めいていた。

　直後、いっそう強く熱杭を打ち込まれる。快感が弾け、視界が熱に染まった。

「──ッ」

　啼き声を上げながら、わたしは達した。全身を震わせ、引き絞る膣壁で熱塊を強く圧迫する。

「く……っ」

　最後にもう一度楔を打ち込んで、鷹斗さんは低くうめいた。

　やがてわたしの体から力がなくなり、シーツに崩れる。その上に彼が覆いかぶさってきて、抱き締められた。

　汗ばんだ熱い胸板に片頬をうずめると、湧き上がる恋情に胸が満たされて、切なくなるほどだ。

「愛してる……結月」

　かすれたささやきと共に、唇を塞がれた。
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　その後、遠坂ケミカルにおける副社長一派の勢力は急激に縮小したらしい。

　最大の理由は鷹斗さんの陣営が、副社長派や中立派を黙らせるほどの実績を積み上げたことだ。

　その一方で副社長派は、鷹斗さんの足を引っ張ろうと社内工作ばかりを仕かけていた。つまり彼らは工作にかまけて、たいした実績を積み上げられなかったのだ。

　その結果、中立派や副社長一派のなかにも、副社長に対していい加減にしたらどうかという意見が出はじめたらしい。そうして副社長派は徐々に力を失っていったのだそうだ。

　ときは移って、いまは春。

　鷹斗さんと結婚して、もうすぐ一年が経とうとしている。

　桜の木の下の駐車スペースに車を停め、わたしは鷹斗さんと並んでアスファルトの道を歩いた。行き先はすぐ隣のクリニックだ。

　ここ数か月でわたしの歩幅は少しずつ狭くなり、動きもゆっくりになりつつあった。

　鷹斗さんはそんなわたしに、いつも合わせてくれている。

「ねえ、どちらだと思う？」

　彼を見上げてわたしは笑った。

　端整な面差しをやわらげて、鷹斗さんもほほ笑む。

「そうか、そろそろわかる時期か。男でも女でもどちらでも可愛いと思うが、希望を言うなら俺じゃなくて結月に似てほしいな」

「どうして？」

　ふくらんできたお腹に手を当てつつ、わたしは首をかしげる。鷹斗さんは冗談めかして言った。

「俺は頑固で意地っぱりだから、俺に似ると面倒くさいぞ」

「それはわたしも同じだよ」

　くすくす笑って、お腹に視線を落とす。

「鷹斗さんに似ていても、すごく可愛いと思うよ。だっていまでもこんなに可愛いもの」

　鷹斗さんは手を伸ばして、そっとお腹にふれた。壊れものに対するような優しさだ。

　鷹斗さんは愛しげにほほ笑んだ。

「待ち遠しいよ」

　桜の花びらが舞う。

　穏やかなひだまりのなか、わたしたちは手をつないだ。
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　こんにちは、椋くら本もと梨り戸とです。このたびは本書をお手に取っていただき、どうもありがとうございました。

　今回は、世間知らずなお嬢さまヒロインと、世慣れた御曹司ヒーローの組み合わせです。このヒーローはお兄さん風を吹かすタイプなので、ヒロインに対する言葉には「〜しろ」といった命令口調をよく使います。けれどわたし自身書き慣れているのがソフトなヒーローのためか、ついクセで「〜してくれないか？」といったお願い口調にしてしまい、何度か書きなおしました。なんだか新鮮で楽しかったです。

　編集担当さまをはじめ、刊行に携わっていただいた方々に深く御礼申し上げます。イラストを担当してくださったつきのおまめ先生には、今回もとても素敵な表紙を描いていただき感動いたしました。誠にありがとうございました。

　そして最後までお付き合いくださいました読者さまに、心より感謝申し上げます。楽しんでいただけましたら幸いです。

　またお会いできることを願って。
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